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方面の要望を受けて「国立国語研究所設置法」が 1948 年 12 月 20 日に公布施行され，国家的な国語
研究機関である国立国語研究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期に
かけての日本語の混乱（漢字の激増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資すると









ては研究所の英語名称に “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese 
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　共同研究プロジェクトとして，基幹型（16 件），領域指定型（2 件），独創・発展型（1 件），フィー

























・ 国語研の事業として提案されている De Gruyter Mouton 社の Handbooks of Japanese Language 
and Linguistics シリーズの一巻として，共同研究メンバーを主要な執筆者とする Taro Kageyama 
and Hideki Kishimoto（eds.）Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation を企画し，
同社と出版契約を結んだ（2012 年 4 月）。この書物を 2013 年度以降に出版する。
《2014 年度の主要な成果》
　2014 年度は研究成果の国際出版に向けて編集作業に集中した。主要な成果は次の通り。
① 日本語研究英文ハンドブックシリーズの Taro Kageyama and Hideki Kishimoto（eds.）Handbook 
of Japanese Lexicon and Word Formation（De Gruyter Mouton）の計 19 篇の論文について審査・
編集を進め，2015 年上半期に入稿できる見通しとなった。
②  2012 年 8 月に開催した NINJAL 国際シンポジウムに基づく論文集 Taro Kageyama and Wesley 
M. Jacobsen（eds.）Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond（De 
Gruyter Mouton）の計 15 篇の論文について審査・編集・英文校閲を進め，2015 年上半期に入稿
できる見通しとなった。
③ 英 文 ハ ン ド ブ ッ ク M. Shibatani and T. Kageyama（Series editors）Handbooks of Japanese 
Language and Linguistics のシリーズ編者として，Preface と Introduction（日本語文法素描）を
執筆した。最初の 3 巻（琉球諸語，音声学・音韻論，心理言語学）が 2015 年初頭に刊行された。
④ 英文ハンドブックシリーズの Prashant Pardeshi and Taro Kageyama（eds.）Handbook of 
Japanese Contrastive Linguistics の原稿審査・編集を進めた。
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⑤ 2013 年 12 月に言語対照研究系と共同で開催した NINJAL 国際シンポジウム Mysteries of Verb-
Verb Complexes in Asian Languages を 発 展 さ せ た 論 文 集Verb-Verb Complexes in Asian 
Languages（ed. by Taro Kageyama, Peter Hook, and Prashant Pardeshi）の出版計画（論文 19 篇）
がピアレビューを経て Oxford University Press に承認され，執筆に着手した。
⑥ 2014 年 3 月に公開したオンラインデータベース「複合動詞レキシコン（Compound Verb 
Lexicon）国際版」（英語，2 種類の中国語，韓国語の対訳付き）がThe Japan Times（2014 年
11 月 26 日，紙版およびオンライン版）に紹介され，世界各地からのアクセスが急増した。
⑦HP で公開している「動詞 + 動詞型複合動詞の研究文献一覧」に増補を行った。
⑧ Andrej Malchukov and Bernard Comrie（eds.）Valency Classes in the World’s Languages（マッ
クスプランク進化人類学研究所との研究協力により，本共同研究からは Kishimoto, Kageyama, 
and Sasaki “Valency classes in Japanese” を寄稿）が 2015 年 6 月に De Gruyter Mouton から出
版される。
⑨Oxford Bibliographies Online に Taro Kageyama “Word Formation in Japanese” が掲載された。

































１ ．今年度は第 2 期中期計画の研究成果取りまとめの 1 年目と位置付け，もっぱら研究成果の刊行
事業を進めた。この結果，これまでの 2 つの成果（2012 年のLingua 特集号，2013 年のJournal 
of East Asian Linguistics 特集号）に加え，次の成果を得た。
　― Handbook of Japanese Phonetics and Phonology（全 19 章，既に編集作業が終了し，2015 年 2
月に Mouton 社より刊行）
　― Tonal Change and Neutralization（全 13 編，2014 年 6 月に Mouton 社に企画が採択され，既
に外部査読が終了。引き続き編集作業を進め，2015 年度中には刊行される予定）
　― Aspects of Geminate Consonants（全 14 編，2014 年秋に Oxford University Press に企画書を
提出，現在審査中。採択されると 2015 年度中には刊行される見通し）
　― 4 年に一度開催される国際会議 ICPhS 2015（2015 年 8 月，イギリス）に促音関係のワークショッ




には世界 20 カ国から合計 264 名（延べ 792 名）の参加を得た。研究発表総数 147 件（国内発表




４ ．計 3 回（4 日間）の研究成果発表会を神戸，東京，松山の各地で開催した。すべてを公開とした 
結果，4 日間で合計 220 名（うち共同研究員以外 138 名，62.7％）の参加を得た。また発表も公














































































・ 徳弘康代（監修・著）『語彙マップで覚える漢字と語彙 初級 1400』，Ｊリサーチ出版，192 頁，
2015 年 1 月
・ 徳弘康代（編著）『日本語学習のためのよく使う順 漢字 2200』，三省堂，511 頁，2014 年 8 月





の統一について―」，『日本語の研究』，日本語学会，pp.48-66，査読あり，2014 年 10 月
・ 横山詔一，中村 隆，阿部貴人，前田忠彦，米田正人「成人の同一話者を 41 年間追跡した共通語
化研究」，『計量国語学』，計量国語学会，pp.241-250，査読あり，2014 年 12 月
（3）海外の研究集会における招待講演
　海外の大学・研究機関に招待されて以下の講演をおこなった。
・ Tomokazu Takada, “Language issues in Japanese academia”, World Script Symposia 2014, 
Sejong Center (Seoul), 25 Oct 2014，招待講演
・ 高田智和「古典籍の翻刻と文字コード」，東アジア史料研究編纂機関協議会国際学術会議，韓国
国史編纂委員会，2014 年 10 月 11 日，招待講演
・ 横山詔一「電子メディアの漢字と東アジアの文字生活」，第 4 回日台アジア未来フォーラム，国
立台湾大学（台湾），2014 年 6 月 13 日，基調講演，招待あり
【研究成果の発信と社会貢献】
（1）NINJAL フォーラム








　また，一般向けの NINNJAL セミナーを JSL 漢字学習研究会（日本語教育学会の研究部会）と

































　（1）については，島根県出雲方言調査（2014 年 8 月 17 ～ 21 日），宮崎県椎葉村方言調査（2014
年 9 月 1 ～ 6 日，2015 年 3 月 9 ～ 13 日）を実施した。（2）については，一般向けの催しとして，「出
雲方言公開講座 / 国立国語研究所セミナー　出雲方言のつどい」（2014 年 8 月 20 日，出雲市くに
びきホール，出雲市との共催），「危機方言サミット in 八丈島」（2014 年 12 月 12 日～ 14 日，八丈
町おじゃれホール，八丈町，文化庁との共催），研究者向けの催しとして，合同研究発表会「形容
詞の記述と問題点」（2014 年 9 月 13 ～ 14 日，国立国語研究所講堂，科研 A「消滅危機言語として
の琉球諸語・八丈語」との共催），合同研究発表会「コーパスに見る日本語のバリエーション ―会話・
方言・学習者・歴史コーパスから―」（2014 年 12 月 6 日～ 7 日，国立国語研究所講堂，「多文化共
生社会における日本語教育研究」プロジェクト，科研 B「方言コーパスの構築」との共催）を開催
した。（3）については，「沖縄県本部方言の自然談話」，鹿児島県喜界島方言の基礎語彙の音声デー










































析を進め，3 回開催した研究発表会では 6 件の成果発表があった。






























































































































































































・「講座日本語コーパス」を新規に 3 冊（通算で 4 冊）刊行した。
・ 内外の専門学会誌（「音声研究」，「自然言語処理」，「計量国語学」，「知能と情報」，Language 










































































共同研究発表会（アイヌ語班の場合には 2 回），3 つの国際ワークショップ・シンポジウムと，言
語対照研究系の合同研究発表会を行う。そのほか，「形態・統語論班」「音韻再建班」「アイヌ語班」
のメンバーはそれぞれ主に下記の 4 点の海外出版企画で研究成果を公表する。
・ Nominalizations as a Source of Main Clause Grammar（John Benjamins 社に提出する予定）形態・
統語論班のメンバー
・ Handbook of Japanese Historical Linguistics（Mouton 社と契約済）　形態・統語論班，音韻再建
班のメンバー
・ 雑誌Korean Linguistics（Brill 社）の特集号　音韻再建班のメンバー
・ Handbook of the Ainu Language（Mouton 社に提出する予定）　アイヌ語班のメンバー
《2014 年度の主要な成果》
・ 論文集Nominalizations as a Source of Main Clause Grammar の編集作業を行った。
・ Proceedings of the 9th Workshop on Formal Altaic Linguistics は予定通り編集作業を終えた。





・ 音韻再建班のメンバー 4 名の研究論文を収めた論文集『琉球諸語と古代日本語』を編集した。
・ ｢名詞化｣ に関する文献リストをプロジェクト HP に掲載した。




































１ ．The World Atlas of Transitivity Pairs（使役交替言語地図）（2014 年 6 月 6 日に 48 言語のデー
タを公開（2015年1月現在，54言語）。2015年3月～6月にかけて，さらに約25言語追加する予定）。
２ ．NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB) ver.1.30 公開：類義語などを比較するための 2 語比較機能を
追加（2014 年 8 月）。
《辞書・辞典類》
１ ．「述語構造の意味範疇の普遍性と多様性」のハンドブック作成班の研究成果：基本動詞ハンドブッ

























































画実施している（第 5 回移民コミュニティの言語生活研究会 2015 年 3 月 22 日開催）。
［5］これまでのデータ結果をふまえ，国際大会や国際シンポジウムで成果を発表する。
　これまでの調査結果は，日本語教育国際研究大会（ICJLE2014），国際シンポジウム AAS（AAS-
IN-ASIA CONFERENCE），日本語教育学会秋季大会，言語管理研究会第 24 回研究会で発表した。
［6］フィールド調査を継続し，データの文字化，整備化を図り，これまでのデータの分析，成果
を論文にまとめる。











































































































































































（1 ）共同研究者が所有する 13 種の会話コーパスから短い断片を収集し，転記基準や付加情報など
を調査した。













































































１ ．『易林本節用集（平井別版）』（慶長 2［1597］年以降刊，全 2 巻，近世古辞書）の見出し語デー
タを作成した。
２．『蜆縮涼鼓集』（元禄 8［1695］年刊，全 2 巻，四つ仮名資料）の全文テキストを作成した。

































　本プロジェクトでは，2014 年度中に以下の 4 点を行った。
（1 ）国立国会図書館憲政資料室所蔵の移民関連資料のうち，録音資料（カセットテープ 107 本）の
複製許可を，政治史料課占領期資料係との打ち合わせの結果，得ることができ，当該資料デジタ
ル化作業を終了させることができた。
（2 ）全米日系人博物館所蔵の二つのコレクション（Barbara Kawakami コレクションと Nancy 
Araki コレクション）について，Barbara Kawakami コレクションについては，全米日系人博物
館のメディアセンターとの打ち合わせを行った上で，本人から許諾をとることができた。また
Nancy Araki コレクションについては， カリフォルニア州 San Mateo にある本人宅を訪ね，本人


































習得に努め，あわせて R 言語，JAGS ライブラリのスキル習得に努めた。






　② 自発音声における ﬁnal lowering 現象に関する既発表データを，伝康晴教授（千葉大学）と共
同でベイズ統計の手法によってモデリングした。



























































































　 　「農耕言語拡散仮説」（Farming/Language Dispersal Hypothesis）に焦点をあて，人間文化研究
機構諸機関における言語学・植物遺伝子学・考古学・人類学・歴史学の人材と知的資源を結集して，
アジアにおける諸言語族の分布と農耕の伝播の相関関係を調べることを目的とする。International 



















































































































































































































































　　 Guest Editor: Haruo Kubozono, Journal of East Asian Linguistics Volume 22, Issue 4, Special 































　　 野田尚史，高山善行，小林 隆 編『日本語の配慮表現の多様性 ―歴史的変化と地理的・社会的変
異―』，くろしお出版，pp.96‒97.














　　 Edited by Silvia Luraghi and Heiko Narrog, Perspectives on Semantic Roles , John Benjamins, 
pp.139‒140.
　加藤 祥





各年度に 2 回（5 月と 11 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。










　　  “ Projections of subordinate clauses in old Japanese: Corpus-based groundwork on inﬂectional 
types”, pp.73‒91.
　Mark Irwin
　　  “Rendaku Across Duplicate Moras”, pp.93‒109.
　Kawahara Shigeto and Sano Shin-ichiro






























　　  “Revisiting relative clauses in Japanese, with reference to Bangla”, pp.15‒31.
　福永由佳





















○NINJAL フォーラムシリーズ 5『近代の日本語はこうしてできた』（2014 年 7 月 31 日）

































　 『音声付きアイヌ語辞典 ―新編 金澤版アイヌ語会話辞典』にトピック検索（日本語・英語），見出
し語（アイヌ語・日本語・英語）検索機能などを追加したもの。
・複合動詞レキシコン（国際版）











　1949 年から 2009 年 3 月までの新聞記事の切り抜きを電子化し，検索できるようにしたもの。
・米国議会図書館蔵『源氏物語』翻字本文














































































　 1966 年～ 1974 年にかけて刊行した『日本言語地図』に掲載された全地図の画像を PDF 形式で公
開したもの。
・方言文法全国地図
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2014 年 6 月 27 日（国立国語研究所），28 日～ 29 日（国際基督教大学）




　General Session 1 [Chair: Masao Ochi (Osaka U.)]
　　Masahiro Akiyama (Ehime University)
　　　  “The syntax of focus-doubling in Japanese”
　　Toru Ishii (Meiji University)
　　　  “On coordinated multiple wh-questions”
　Poster Session 1
　General Session 2 [Chair: Haruo Kubozono (NINJAL)]
　　 Miwako Hisagi (MIT), Valerie Shafer (CUNY), Shigeru Miyagawa (MIT), Hadas Kotek (MIT), 
Ayaka Sugawara (MIT), and Dimitrios Pantazis (MIT)
　　　  “ Perception of Japanese vowel duration contrasts by L1 and L2 learners of Japanese: An 
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EEG study”
　　Ryan Bennett (Yale University)
　　　  “Foot structure and cognitive bias: An artiﬁcial grammar investigation”
　Poster Session 2
　General Session 3 [Chair: John Whitman (NINJAL)]
　　-Invited Talk-
　　Liliane Haegeman (Ghent University)
　　　  “How movement restricts the encoding of information structure”
6 月 28 日
　General Session 4 [Chair: Tomoyuki Yoshida (ICU)]
　　‒Invited Talk‒
　　Satoshi Tomioka (University of Delaware)
　　　  “Remarks on argument ellipsis and related matters”
　　Uli Sauerland (ZAS), and Kazuko Yatsuhiro (ZAS)
　　　  “Japanese reported speech within the emerging typology of speech reports”
　General Session 5 [Chair: Yurie Hara (City U of Hong Kong)]
　　 Daisuke Bekki (Ochanomizu University), Eric McCready (Aoyama Gakuin University), and 
Narumi Watanabe (Ochanomizu University)
　　　  “Japanese honoriﬁcation: Compositionality and expressivity”
　　 Megumi Ishikawa (University of Tokyo), Manabu Arai (University of Tokyo), and Yuki Hirose 
(University of Tokyo)
　　　  “ Shared structural representations for short and full passives in Japanese children and 
adults”
　Poster Session 3
　General Session 6 [Chair: Haruka Fukazawa (Keio U.)]
　　Alexei Kochetov (University of Toronto)
　　　  “Japanese in the typology of nasal assimilation: Electropalatographic evidence”
　　 Akiko Takemura (Kobe University), Itsue Kawagoe (Kyoto Sangyo University), and Shigeto 
Kawahara (Keio University)
　　　  “The perception of gemination in English word-internal clusters by Japanese listeners”
　General Session 7 [Chair: Yoshi Kitagawa (Indiana University)]
　　Miyoko Yasui (Dokkyo University)
　　　  “Innocuousness of {XP, YP} as a root clause in Japanese and English”
　　Hajime Ikawa (Aoyama Gakuin University)
　　　  “Scrambling as an operation aﬀecting only elements with phonetic content”
　General Session 8 [Chair: Shigeru Miyagawa (MIT)]
　　-Invited talk-
　　Kazuo Okanoya (University of Tokyo)
　　　  “Birdsong for biolinguists”
6 月 29 日
　General Session 9 [Chair: Armin Mester (UCSC)]
　　-Invited talk‒
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　　Shinichiro Ishihara (Goethe University Frankfurt am Main)
　　　  “On match constraints”
　　Shinichiro Sano (Okayama Prefectural University)
　　　  “Examining lexical and phonological factors on rendaku in spontaneous speech”
　General Session 10 [Chair: Hajime Ono (Tsuda College)]
　　Satoshi Nambu (NINJAL), and Kentaro Nakatani (Konan University)
　　　  “An experimental study on adjacency and nominative/genitive alternation in Japanese”
　　Ayaka Sugawara (MIT), and Ken Wexler (MIT)
　　　  “ Children do not accept unambiguous inverse-scope readings: experimental evidence from 
prosody and scrambling in Japanese”
　　Yuta Sakamoto (University of Connecticut)
　　　  “Phases, argument ellipsis, and “antecedent-contained deletion” in Japanese”
○LabPhon14 (The 14th Conference on Laboratory Phonology)
2014 年 7 月 25 日～ 27 日（国立国語研究所）
7 月 25 日
　SESSION 1 [Chair: Shigeto Kawahara (Keio University)]
　　Reiko Mazuka (RIKEN Brain Science Institute)
　　　  [Invited] “Infant-directed speech as a window into the dynamic nature of phonology”
　　Comments and Discussion: Catherine T. Best (University of Western Sydney)
　SESSION 2 [Chair: Emiko Kaneko (University of Aizu)]
　　 Felicitas Kleber (Ludwig-Maximilians-University), and Sandra Peters (Ludwig-Maximilians-
University)
　　　  “Children’s imitation of coarticulatory patterns in diﬀerent prosodic contexts”
　　 Eleanor Lawson (Queen Margaret University), James M. Scobbie (Queen Margaret University), 
and Jane Stuart-Smith (University of Glasgow)
　　　  “An investigation into articulatory adaptation during acoustic mimicry of postvocalic /r/”
　　Jacqui Nokes (University of Canterbury) 
　　　  “Dolls are prissy: Preschoolers’ toy preferences predict medial /t/ production”
　SESSION 3 [Chair: Mariko Kondo (Waseda University)]
　　 Melissa A. Redford (University of Oregon), Zahra Foroughifar (University of Oregon), and 
Laura C. Dilley (Michigan State University) 
　　　  “Constraints on prosodic phrasing in children’s speech”
　　 Georgia Zellou (University of Pennsylvania), Rebecca Scarborough (University of Colorado), and 
Eric Doty (University of Pennsylvania)
　　　  “The role of lexical age-of-acquisition on phonetic variation in natural infant-directed speech”
　　 Matthew Masapollo (McGill University), Linda Polka (McGill University), and Lucie Ménard 
(Université du Québec à Montréal)
　　　  “ Pre-babbling infants prefer listening to infant speech: A launch pad for the perception-
production loop?”
　　 Catherine T. Best (University of Western Sydney), Christian H. Kroos (University of Western 
Sydney), Sophie Gates (University of Western Sydney), and Julia Irwin (University of Western 
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Sydney)
　　　  “ Baby steps in perceiving articulatory foundations of phonological contrasts: infants detect 
audio → video congruency in native and nonnative consonants”
　POSTER SESSION 1
　SESSION 4 [Chair: Keiichi Tajima(Hosei University)]
　　Eleanor Chodroﬀ (Johns Hopkins University), and Colin Wilson (Johns Hopkins University)
　　　  “Phonetic vs. phonological factors in coronal-to-dorsal perceptual assimilation”
　　Elizabeth Casserly (Indiana University), and David B. Pisoni (Indiana University)
　　　  “The usefulness of chaos: Lab versus non-lab speech for perceptual learning”
　　Yu-an Lu (National Chiao Tung University), and Jiwon Hwang (Stony Brook University)
　　　  “ The eﬀect of perceptuals imilarity in second language learning: Positional asymmetry in 
Phoneme substitution”
　　 Ellen Aalders (Radboud University Nijmegen), and Mirjam Ernestus (Max Planck Institute 
Nijmegen)
　　　  “Sensitivity to ﬁne acoustic detail aﬀects comprehension of reduced speech in L2”
　　James Kirby (University of Edinburgh), and D. Robert Ladd (University of Edinburgh)
　　　  “Voicing, F0, and phonological enhancement”
　ALP GENERAL MEETING
7 月 26 日
　SESSION 5 [Chair: Takayuki Arai(Sophia University)]
　　Mark Hasegawa-Johnson (University of Illinois at Urbana-Champaign)
　　　  [Invited] “Labeling in the wild: Crowdsourcing versus categorical perception”
　　Comments and Discussion: Natasha Warner (University of Arizona)
　SESSION 6 [Chair: Ian Wilson(University of Aizu)]
　　 Jane Stuart-Smith (University of Glasgow), Morgan Sonderegger (McGill University), Rachel 
Macdonald (University of Glasgow), Thea Knowles (McGill University), and Tamara Rathcke 
(University of Kent)
　　　  “The private life of stops: VOT in a real-time corpus of spontaneous Glaswegian”
　　Satsuki Nakai (University of Glasgow), and James M. Scobbie (Queen Margaret University)
　　　  “Articulation rate and VOT in spontaneous speech”
　　 Rebecca L. Starr (National University of Singapore), and Stephanie S. Shih (University of 
California, Berkeley)
　　　  “The syllable as a prosodic unit in Japanese lexical strata: Evidence from text-setting”
　　 Yoonjung Kang (University of Toronto Scarborough), Tae-Jin Yoon (Cheongju University), and 
Sungwoo Han (Inha University)
　　　  “Lexical diﬀusion of vowel length merger in Seoul Korean: A corpus-based study”
　SESSION 7 [Chair: Kiyoko Yoneyama (Daito Bunka University)]
　　 Alan C. L. Yu (University of Chicago), Daniel Chen (ETH Zurich), Katie Franich (University of 
Chicago), Jacob Phillips (University of Chicago), Betsy Pillion (University of Chicago), Yiding 
Hao (University of Chicago), and Zhigang Yin (University of Chicago) 
　　　  “ The peril of sounding manly: A look at vocal characteristics of lawyers before the United 
States Supreme Court”
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　　 Grant McGuire (University of California, Santa Cruz), and Molly Babel (University of British 
Columbia)
　　　  “Stereotypes predict memory eﬀects for voices”
　　 Annika Nijveld (Radboud University Nijmegen), Martijn Bentum (Radboud University 
Nijmegen), and Louis ten Bosch (Radboud University Nijmegen)
　　　  “The role of exemplars in speech comprehension”
　　Yao Yao (Hong Kong Polytechnic University), and Christine Meunier (Aix Marseille Université)
　　　  “ Effects of phonological neighborhood density on phonetic variation: The curious case of 
French”
　POSTER SESSION 2
　SESSION 8 [Chair: Shin-Ichiro Sano (Okayama Prefectural University)]
　　Yasuharu Den (Chiba University)
　　　  [ Invited] “Some cognitive factors behind vowel lengthening in spontaneous Japanese: A 
corpus-based study”
　　Comments and Discussion: Shu-Chuan Tseng (Institute of Linguistics, Academia Sinica)
7 月 27 日
　SESSION 9 [Chair: Shigeko Shinohara (Sophia University)]
　　Carlos Gussenhoven (Radboud University Nijmegen)
　　　  [Invited] “On establishing the existence of word stress”
　　Comments and Discussion: Aditi Lahiri (University of Oxford)
　SESSION 10 [Chair: Shinichiro Ishihara (Goethe University Frankfurt am Main)]
　　Oliver Niebuhr (Kiel University), and Jarich Hoekstra (Kiel University)
　　　  “Pointed and plateau-shaped pitch accents in North Frisian dialects”
　　 Nora Fangel-Gustavson (CNRS/Sorbonne Nouvelle), and Bruce Morén-Duolljá (University of 
Tromsø)
　　　  “Quantity contrast in Lule Saami: A three-way system”
　　 Janet Fletcher (University of Melbourne), Ruth Singer (University of Melbourne), and Debbie 
Loakes (University of Melbourne)
　　　  “Prominence, phrasing, and information structure in Mawng (Australian)”
　　Rikke Bundgaard-Nielsen (La Trobe University), and Brett Baker (University of Melbourne)
　　　  “No VOT perception without native VOT experience”
　POSTER SESSION 3
　SESSION 11 [Chair: Mafuyu Kitahara (Waseda University)]
　　 Kathleen Currie Hall (University of British Columbia), Hanna Smith (University of British 
Columbia), Kevin McMullin (University of British Columbia), Noriko Yamane (University of 
British Columbia), Blake Allen (University of British Columbia), and Joash Gambarage (University 
of British Columbia)
　　　  “Articulatory correlates of phonological relationships”
　　Leonardo Lancia (Max Planck Institute for Evolutionary Anthropology)
　　　  “Invariant coupling relations at the core of variable speech trajectories”
　　 Lisa Davidson (New York University), Sean Martin (New York University), and Colin Wilson 
(Johns Hopkins University)
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　　　  “ Acoustic variability aids the interpretation of phonetic detail in cross-language speech 
Production”
　General Discussion
7 月 28 日
　Satellite Workshop
　　 Theme: Gestural coordination within and between speakers in first language phonological 
acquisition
　　 Organizers: Felicitas Kleber (Ludwig-Maximilian-Universität München), Mary E. Beckman (Ohio 
State University)
○「移動事象の言語化における類型と認知」
2015 年 1 月 24 日～ 25 日（国立国語研究所）
1 月 24 日
　招待講演 1
　　Iraide Ibarretxe-Antuñano
　　　  “Beyond motion event typology: Minority languages, linguistic resources and variation”
　発表 1［Chair: Takahiro Morita］
　　Efstathia Soroli and Annemarie Verkerk
　　　  “Motion events and synchronic variation in Greek: Theoretical and methodological issues”
　　Claudio Iacobini
　　　  “ The typology of motion expression between system and usage: A corpus-based variationist 
analysis of the Latin language”
　発表 2［Chair: Kimi Akita］
　　Laure Sarda
　　　  “ Structural asymmetry in the expression of Source and Goal in French: From lexical 
semantics to discourse strategies”
　　Kyosuke Yamamoto
　　　  “The degree of clause integration in motion expressions in Ilocano”
　　 Yo Matsumoto, Fabiana Andreani, Anna Bordilovskaya, Monica Kahumburu, Naonori Nagaya, 
Ryosuke Takahashi, Yuki-Shige Tamura, and Yuko Yoshinari
　　　  “Path coding with or without manner speciﬁcation: A cross linguistic study”
　発表 3［Chair: Naonori Nagaya］
　　Kazuhiro Kawachi
　　　  “ Typological properties and construction choices in video descriptions of motion events in 
Kusapiny (Nilotic, Uganda) and Sidaama (Cushitic, Ethiopia)”
　　Ryosuke Takahashi
　　　  “Path coding in German: A case study focusing on the notion 'INTO'”
　発表 4［Chair: Miho Mano］
　　Hiroaki Koga




　　　  “Motion expressions in Newar: Prominence of deictic causative verbs”
　　Naonori Nagaya
　　　  “Expressing motion events without deictic motion verbs: The case of Tagalog”
1 月 25 日
　招待講演 2
　　Teresa Cadierno
　　　  “Motion event descriptions in a second language: Where are we now?”
　発表 1［Chair: Hiroaki Koga］
　　Miho Mano and Yuko Yoshinari
　　　  “Expressing call-induced motion events in English and Japanese as second languages”
　　Hiroshi Yoshino
　　　  “Expressions of motion events in 'Alle (East Cushitic)”
　ポスター発表
　　Anna Bordilovskaya
　　　  “ The description of motion events in contemporary spoken Russian: Data analysis of 
experimental study”
　　Kazuhiro Kawachi
　　　  “ Fictive motion of the line of sight and the use of the verbs for turning in Sidaama (Cushitic, 
Ethiopia)”
　　 Kazuhiro Kawachi, Yuko Abe, Osamu Hieda, Kyoko Koga, Junko Komori, Nobuko Yoneda, and 
Hiroshi Yoshino
　　　  “Motion expression patterns in African languages”
　発表 2［Chair: Prashant Pardeshi］
　　Efstathia Soroli, Maya Hickmann, Henriëtte Hendriks, Helen Engemann, and Coralie Vincent
　　　  “Language eﬀects on spatial cognition? Cross-linguistic evidence and eye-tracking”
　　Johan Blomberg
　　　  “Non-actual motion in Swedish, French and Thai”
　　Kiyoko Takahashi




　　　  “Categorising human locomotion in language and thought”
　発表 3［Chair: Kazuhiro Kawachi］
　　 Takahiro Morita, Kazuhiro Kawachi, Yuko Yoshinari, Fabiana Andreani, Ikuko Matsuse, and 
Badema
　　　  “An enigma of manner expressions: Saliency, frequency, and degree of integration”
　　Kimi Akita and Yo Matsumoto




○International Symposium “Crosslinguistics and Linguistic Crossings in Northeast Asia”
2014 年 11 月 28 ～ 29 日（ヘルシンキ大学）
11 月 28 日
　Opening of HALS Field Seminar 2
　　Ekaterina Gruzdeva and Juha Janhunen (University of Helsinki)
　Session 1: Field observations from Sakhalin [Chair: Ksenia Shagal]
　　Andrew Logie (University of Helsinki)
　　　  “Untold Tales: two lesser known personal and social-linguistic histories of Sakhalin Koreans”
　　Eeva-Maria Heinonen and Suvi Valsta (University of Helsinki)
　　　  “ Sakhalin Japanese ‒ an overview of the linguistic situation with special focus on Japanese 
pitch accents”
　　Merja Pikkarainen (University of Helsinki)
　　　  “Linguistic biographies of the indigenous peoples on Sakhalin”
　　Juha Luukkonen (University of Helsinki)
　　　  “Attrition of consonant mutation in Nivkh”
　　Erika Sandman (University of Helsinki)
　　　  “Observations on the use of Nivkh numeral classiﬁers”
　　Arttu Anttonen, Saana Santalahti, and Turo Ylitalo (University of Helsinki)
　　　  “The traditional Nivkh kinship terminology and its use amongst modern Nivkh”
　　Merja Salo (University of Helsinki)
　　　  “Meteorological expressions in Nivkh”
　Session 2: Comparative issues of Sakhalin (Karafuto) and Hokkaido [Chair: Hiroshi Nakagawa]
　　Yoshiyuki Asahi (NINJAL)
　　　  “Sociolinguistics of Karafuto and Sakhalin Japanese”
　　Riikka Länsisalmi (University of Helsinki)
　　　  “Northern Voices: Comparing language attitudes in recent surveys on Ainu and Sámi”
　　Janne Saarikivi (University of Helsinki)
　　　  “ Some observations on social history of the Nivkh (on the basis of toponymic and 
sociolinguistic material)”
　　Itsuji Tangiku (Hokkaido University)
　　　  “Loan words among Nivkh, Uilta and Sakhalin Ainu”
　　Juha Janhunen (University of Helsinki)
　　　  “Reconstructio externa linguae ghiliacorum”
11 月 29 日（土）
　Session 3: Nominalization in the languages of Northeast Asia [Chair: Janne Saarikivi]
　　Ksenia Shagal (University of Helsinki)
　　　  “Participial relative clauses in Sakhalin languages”
　　Iku Nagasaki (NINJAL)
　　　  “Nominalization and related functions in Kolyma Yukaghir”
　　Yukari Nagayama (Hokkaido University)
　　　  “Nominalization in Alutor”
Ⅱ 共同研究と共同利用 63
　　Anna Bugaeva (NINJAL)
　　　  “The development of nominalization strategies in Ainu”
　　John Whitman (Cornell University)
　　　  “Nominalization to main clause in Northeast Asia”
　Session 4: History and synchrony in the Northeast Asian linguistic area [Chair: John Whitman]
　　Shinjiro Kazama (Tokyo University of Foreign Studies)
　　　  “On the similarity between Mongolic, Tungusic and Eskimo-Aleut languages”
　　Tomomi Sato (Hokkaido University)
　　　  “ A classification of Ainu noun incorporation and its implications for typology in word 
formation”
　　Hiroshi Nakagawa (Chiba University)
　　　  “Verbal Number in Ainu”
　　Ekaterina Gruzdeva (University of Helsinki)
　　　  “Epistemic modality and related categories in Nivkh”
　Discussion about future cooperation
　Closing of HALS Field Seminar 2
　　Ekaterina Gruzdeva and Juha Janhunen (University of Helsinki)
Ｂ．研究系の合同発表会
○ NINJAL 合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション ―会話・方言・学習者・歴
史コーパスから―」
2014 年 12 月 6 日～ 7 日（国立国語研究所）









































































































　　Donna Erickson, Jeﬀ Moore, Atsuo Suemitsu, and Yoshiho Shibuya











　　Hyun Kyung Hwang and Satoshi Ito
　　　  “ Correlations between prosody and epistemic bias in negative polar interrogatives in 
Japanese”
　　Takayo Sugimoto


















　　　  “Prosodic division in Japanese compounding and morphological correspondence”
時空間変異研究系
○Japanese Language Variation and Change Conference 2015






























2014 年 9 月 9 日～ 10 日（国立国語研究所）







































































2015 年 3 月 10 日～ 11 日（国立国語研究所）











































3 月 11 日
　口頭発表
　　郭 敏











































○合同研究発表会　NINJAL Typology Festa 3
2014 年 12 月 13 日（国立国語研究所）
　　Hidetoshi Shiraishi (Sapporo Gakuin University)
　　　  “Stress-dependent harmony in Ainu and Nivkh”
　　John Whitman (NINJAL)











































　　　「 学生が指摘した幼稚園配布文書の難しさは，NNS 保護者の難しさと一致したか ―幼稚園に
おける『やさしい日本語』の学部授業導入を通して―」
　　野山 広（国立国語研究所）
















　　　「 ヨーロッパの上級日本語学習者は日本語のウェブサイトのクチコミをどう解釈するか ? ―ク
チコミのスタイルの相違による解釈の違い―」
　　李 奎台（国立国語研究所，東京外国語大学大学院生）





















2014 年 11 月 29 日～ 30 日（富山大学）





11 月 30 日
　　福嶋秩子（新潟県立大学）










































































　　　「八重山諸島の 3 型アクセント ―その韻律単位は何か―」
○文字環境のモデル化と社会言語科学への応用
　プロジェクトリーダー　横山詔一







　2014 年 6 月 14 日（国立国語研究所）
　　Leon A. Seraﬁm (University of Hawaii, retired)





　2014 年 9 月 13 日～ 14 日（国立国語研究所）
　テーマ「形容詞の記述と問題点」






































　　　「新資料「語学者ばかりの座談会」（『文藝春秋』1936 年 6 月号掲載）について」
○日本語の大規模経年調査に関する総合的研究
　プロジェクトリーダー　井上史雄


























　2014 年 6 月 21 日～ 22 日（国立国語研究所）












　　　「SOV 型言語における文末疑問マーカーの 2 種類の振舞い方について」
　　高山善行（福井大学）
　　　「疑問文とモダリティの関係をどう捉えるか」
　2014 年 12 月 6 日～ 7 日（大阪大学）








　　　「WH 疑問文の獲得：国立国語研究所の 20 世紀後半の獲得研究成果から得られる知見」
　　吉村大樹（龍谷大学）
　　　「アゼルバイジャン語の yes-no 疑問文における疑問接語のふるまいについて」














































　　　  “ Reversing the tonal value of the Middle Japanese tone dots: From the viewpoint of the 


























　2014 年 1 月 10 日～ 11 日（国立国語研究所）
























































































究所で開催している。2014 年度は下記 11 件を開催した。
○第 46 回　2014 年 4 月 8 日
　岸本秀樹（神戸大学教授，国語研客員教授）
　　「統語的複合論」
○第 47 回　2014 年 5 月 20 日
　小泉政利（東北大学教授）
　　「言語と思考の順序」
○第 48 回　2014 年 6 月 24 日
　伊藤順子（米国　カリフォルニア大学サンタクルーズ校教授，国語研客員教授）
　　  “Exploring Japanese accent in OT workplace”
○第 49 回　2014 年 7 月 24 日
　 Anne Cutler（オーストラリア　ウェスタンシドニー大学教授，ドイツ　マックスプランク心理言
語学研究所元所長）
　　  “DADDY, EDDY, NINNY, NANNY and BALDEY: Big Data for speech perception”
○第 50 回　2014 年 7 月 29 日
　John Hale（米国　コーネル大学准教授）
　　  “ Entropy reduction and the subject advantage in relative clause processing across East Asian 
languages”
○第 51 回　2014 年 9 月 30 日
　青木博史（九州大学准教授，国語研客員准教授）
　　「準体助詞「の」の歴史と言語変化」
○第 52 回　2014 年 10 月 28 日
　今井新悟（筑波大学教授）
　　「言語教育における ICT テクノロジーの進展と教師の将来」




○第 54 回　2015 年 1 月 20 日
　益岡隆志（神戸市外国語大学教授）
　　「日本語の連用接続形式 ―テ形とその関連形式―」
○第 55 回　2015 年 1 月 23 日
　Asifa Majid（オランダ　ラットバウト大学教授）
　　  “Semantic categories: The joint product of biology and culture”





交換を行う場である。外部からの聴講も歓迎している。2014 年度は第 107 回から第 124 回までを開
催した。
○第 107 回　2014 年 4 月 1 日
　志波彩子（時空間変異研究系非常勤研究員）
　　「テクストジャンル別，受身構文タイプの分布 ―小説の会話文，地の文の場合」
○第 108 回　2014 年 4 月 22 日
　黄 賢暻（理論・構造研究系 PD フェロー）
　　「日本語の否定疑問文におけるプロソディと認識的偏りの相関関係」
○第 109 回　2014 年 5 月 13 日
　柳村 裕（時空間変異研究系非常勤研究員）
　　「ことばの丁寧さを変化させる社会的要因 ―岡崎敬語調査から―」
○第 110 回　2014 年 6 月 10 日
　パトリツィア・ゾッティ（外来研究員，ナポリ東洋大学）
　　  “ Building a Japanese-Italian online parallel concordancer: paragraph and word alignment of a 
Japanese-Italian Corpus (JAICO)”
○第 111 回　2014 年 6 月 17 日
　プラシャント・パルデシ（言語対照研究系）
　　「自他動詞対の派生方向に関する定説の定性的・定量的検証」
○第 112 回　2014 年 7 月 1 日
　中北美千子（日本語教育研究・情報センター PD フェロー）
　　「外国の人にもわかりやすい文書への書き換え ―日本語教師とテクニカルライターの違い―」








○第 115 回　2014 年 9 月 2 日
　レザウル・カリム・フォキル（外来研究員，ダッカ大学）
　　「日本語関係節の再検討 ―ベンガル語を参照しながら」
○第 116 回　2014 年 10 月 14 日
　浅原正幸（言語資源研究系）
　　「 共同研究「コーパスアノテーションの基礎研究」の現況 ―BCCWJ-DepPara から BCCWJ-
Treebank―」
○第 117 回　2014 年 10 月 21 日
　加藤 祥（コーパス開発センター PD フェロー）
　　「テキストからの対象物認識に有用な記述内容 ―動物を例に―」
○第 118 回　2014 年 11 月 11 日
　志波彩子（時空間変異研究系非常勤研究員）
　　「日本語とスペイン語の 1 人称主語受身文」




○第 120 回　2014 年 12 月 16 日
　 小西 光（非常勤研究員），中村壮範，田中弥生，浅原正幸，立花幸子，加藤 祥，今田水穂，山口昌也，
前川喜久雄，小木曽智信，山崎 誠，丸山岳彦（コーパス開発センター）
　　「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の文境界修正」






○第 122 回　2015 年 2 月 10 日
　ハイコ・ナロック（言語対照研究系客員，東北大学准教授）
　　「文法化の地域性と日本語における文法化」











　2014 年 5 月 18 日（国立国語研究所）
　　Stephen Wright Horn, Yuko Yanagida, and Bjarke Frellesvig
　　　  “Diﬀerential object marking in OJ”（上代日本語の "diﬀerential object marking"）
　　Kerri L Russell, and Peter Sells
　　　  “The syntax of mood constructions in OJ”（上代日本語におけるムード構造のシンタクス）
　　Stephen Wright Horn, Kerri L Russell, Peter Sells, and Bjarke Frellesvig
　　　  “ Null pronouns in certain clause types in OJ”（上代日本語のある節タイプにおけるゼロ代名
詞）
　　John Whitman
　　　  “ Premodern Japanese Corpus investigations from the NINJAL Tutorial”（NINJAL チュー
トリアルによる上代・中古日本語コーパスに基づいた調査研究について）
○LabPhon14 Pre-Conference Colloquium
　2014 年 7 月 24 日（国立国語研究所）
　　Bob Ladd (University of Edinburgh)
　　　  “Leaky phonology and the design of language”
　　Anne Cutler (University of Western Sydney)
　　　  “DADDY, EDDY, NINNY, NANNY and BALDEY: Big Data for speech perception”
○ 「日本語レキシコンの音韻特性」研究発表会 兼 日本言語学会第 149 回大会ワークショップ「文の
プロソディーと語のプロソディー」























・ 『国立国語研究所論集』第 7 号（5 月）・第 8 号（11 月），『国語研プロジェクトレビュー』第 5 巻第







・ 2014 年 10 月『国民之友コーパス』を公開した。（Ver.1.0）。
・ 2015 年 3 月『日本語歴史コーパス 平安時代編』（完成版）を公開した。
・ 『中納言』による『現代日本語書き言葉均衡コーパス』のオンライン検索は新規契約（2014 年 4 月






・ 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』DVD 版の新規契約数は 51 件（通算 287 件）。『日本語話し言
葉コーパス』DVD 版の新規契約数は 65 件。
・ 第 6 回コーパス日本語学ワークショップ（2014 年 9 月），第 6 回コーパス日本語学ワークショップ
（2015 年 3 月）を開催した


















　　　所蔵資料数（2015 年 4 月 1 日現在）
図書 雑誌
日本語 119,241 冊 5,293 種
外国語 030,295 冊 0,526 種






























　言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードする De Gruyter Mouton（ドゥ・グ
ロイター・ムートン社　ベルリン／ボストン）からの申し出により，国語研の優れた研究成果を英
文で出版する包括的な協定を 2012 年 7 月に締結した。この協定に基づき，2014 年から，日本語お
よび日本語言語学の研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese 










　柴谷方良（ライス大学 教授）Masayoshi Shibatani (Rice University)
　影山太郎（国立国語研究所 所長）Taro Kageyama (Director-General, NINJAL）
シリーズの構成
全巻英文，各巻 600 ～ 700 ページ
1. Handbook of Japanese Historical Linguistics
  Edited by Bjarke Frellesvig (University of Oxford/NINJAL), Satoshi Kinsui (Osaka University/
NINJAL) and John Whitman (NINJAL)
2. Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
 Edited by Haruo Kubozono (NINJAL)
3. Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
 Edited by Taro Kageyama (NINAL) and Hideki Kishimoto (Kobe University)
4. Handbook of Japanese Syntax
  Edited by Masayoshi Shibatani (Rice University/NINJAL), Shigeru Miyagawa (MIT/NINJAL) 
and Hisashi Noda (NINJAL)
5. Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
  Edited by Wesley Jacobsen (Harvard University) and Yukinori Takubo (Kyoto University/ 
NINJAL)
6. Handbook of Japanese Contrastive Linguistics 
 Edited by Prashant Pardeshi (NINJAL) and Taro Kageyama (NINJAL)
7. Handbook of Japanese Dialects
 Edited by Nobuko Kibe (NINJAL) and Tetsuo Nitta (Kanazawa University)
8. Handbook of the Ryukyuan Languages
  Edited by Patrick Heinrich (Dokkyo University), Shinsho Miyara (formerly, University of the 
Ryukyus) and Michinori Shimoji (Kyushu University/NINJAL)
9. Handbook of Japanese Sociolinguistics
  Edited by Fumio Inoue (Meikai University/NINJAL), Mayumi Usami (Tokyo University of 
Foreign Studies) and Yoshiyuki Asahi (NINJAL)
10. Handbook of Japanese Psycholinguistics
 Edited by Mineharu Nakayama (Ohio State University/NINJAL)
11. Handbook of Japanese Applied Linguistics
 Edited by Masahiko Minami (San Francisco State University/NINJAL)
12. Handbook of the Ainu Language
 Edited by Anna Bugaeva (NINJAL)
海外の研究者の招聘
　海外の研究者を専任や客員教員（2014 年度新規 1 名）として招へいすると同時に，研究プロジェ
クトに共同研究員として多数の参画を得ている。また，海外の研究者や大学院生が国語研に滞在して










































　2014. 7. 3 仙台第一高等学校
　2014. 8. 4 兵庫高等学校































○第 8 回「世界の漢字教育 ―日本語漢字をまなぶ―」



























　2014 年 8 月 20 日（出雲市役所）
○「漢文を日本語で読む」
　2014 年 9 月 20 日（国際交流基金日本語国際センター）
○「日本の危機言語・方言サミット IN 八丈島」




















　2014 年 10 月 16 日（立川市立西砂小学校）
　対象：小学 4 年生
　講師：柏野和佳子（言語資源研究系准教授）
ニホンゴ探検 2014 ―1 日研究員になろう―
　児童・生徒・一般を対象に研究所を公開し，「日本語」「ことば」の魅力と不思議に触れられるプロ
グラムが人気のイベント。































○第 15 回　2014 年 9 月 20 日（仙台市内）
　「日本語非母語話者の言語理解・言語表現の分析」
　講師：野田尚史（日本語教育研究・情報センター教授）
○第 16 回　2015 年 3 月 21 ～ 22 日（京都大学）
　「言語類型論的に見たアイヌ語の文法」
　講師：アンナ・ブガエワ（言語対照研究系特任准教授）
















































① 「動詞の自他と項交替」のチームを中心に開催した NINJAL 国際シンポジウム（2012 年 8 月，マッ
クスプランク進化人類学研究所との研究協力）における招待講演をベースにした英文論文集（論文
15 篇）を企画し，ピアレビューと編集作業を終えて最終的な英文校閲を進め，2015 年前半に入稿
する目処をつけた。現代標準日本語のほか，歴史，方言，琉球諸語，第 1・第 2 習得，言語類型論
を含む多角的な観点から動詞の自他交替を解明する。確定した内容は次の通り。
Taro Kageyama and Wesley M. Jacobsen (eds.) Transitivity and Valency Alternations: Studies on 
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Ⅳ 教員の研究活動と成果 99
Japanese and Beyond (De Gruyter Mouton)
INTRODUCTION (Taro Kageyama and Wesley M. Jacobsen)
PART I: STANDARD JAPANESE
　1. Wesley M. Jacobsen / The semantic basis of Japanese transitive-intransitive derivational 
patterns 
　2. Yo Matsumoto / Phonological and semantic subregularities in noncausative-causative verb 
pairs in Japanese 
　3. Taro Kageyama / Agents in anticausative and decausative compound verbs
　4. Hideki Kishimoto / Valency and case alternations in Japanese
　5. Natsuko Tsujimura / The role of lexical semantics in the reorganization of the resultative 
construction
PART II: DIALECTS AND RHYUKYUAN
　6. Kan Sasaki / Anticausativization in the northern dialects of Japanese
　7. Michinori Shimoji / Aspect and non-canonical object marking in the Irabu dialect of Ryukyuan
PART III: HISTORY
　8. Heiko Narrog / Japanese transitivity pairs through time ‒ a historical and typological 
perspective
　9. Bjarke Frellesvig and John Whitman / The historical source of the bigrade transitivity 
alternations in Japanese
PART IV: ACQUISITION
　10. Keiko Murasugi / Children’s ‘erroneous’ intransitives, transitives, and causatives: Their 
implications for syntactic theory
　11. Ayumi Matsuo, Sotaro Kita, Gary C. Wood, and Letitia Naigles / Children’s use of 
morphosyntax and number of arguments to infer the meaning of novel transitive and 
intransitive verbs
　12. Zoe Pei-sui Luk and Yasuhiro Shirai / The eﬀect of a ‘conceptualizable’ agent on the use of 
transitive and intransitive constructions in L2 Japanese
PART V: BEYOND JAPANESE
　13. Andrej L. Malchukov / “Ambivalent voice”: Markedness eﬀects in valency change
　14. Søren Wichmann / Quantitative tests of implicational verb hierarchies
　15. Masayoshi Shibatani / The role of morphology in valency alternation phenomena
APPENDIX A: List of core transitivity pairs in Japanese (by Yo Matsumoto, a revision of Jacobsen 
(1992))




Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation (De 
Gruyter Mouton)
INTRODUCTION (Taro Kageyama and Hideki Kishimoto)
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PART I: LEXICON AND VOCABULARY ITEMS
　1. Taro Kageyama and Michiaki Saito / Vocabulary strata and word formation processes
　2. Hideki Kishimoto and Satoshi Uehara / Lexical categories
　3. Hideki Kobayashi, Kiyo Yamashita and Taro Kageyama / Sino-Japanese words
　4. Kimi Akita and Natsuko Tsujimura / Mimetics
　5. Mark Irwin / The morphology of English loanwords
PART II: MORPHOLOGY AND WORD FORMATION
　6. Takayasu Namiki and Taro Kageyama / Word structure and headedness
　7. Taro Kageyama / Noun-compounding and noun-incorporation
　8. Taro Kageyama / Verb-compounding and verb-incorporation
　9. Yoko Yumoto / Conversion and deverbal compound nouns 
　10. Yoko Sugioka and Takane Ito / Derivational aﬃxation in the lexicon and syntax
　11. Kentaro Nakatani / Complex predicates with -te gerundive verbs
　12. Tadao Miyamoto and Hideki Kishimoto / Light verb constructions with verbal nouns
　13. Koichi Takezawa / Inﬂection
　14. Taro Kageyama / Lexical integrity and the morphology-syntax interface
PART III: WORD CLASSES AND SYNTACTIC BEHAVIOR
　15. Wesley Jacobsen / Lexical meaning and temporal aspect
　16. Hideki Kishimoto / Stative and existential/possessive verbs
　17. Naoyuki Ono / Agent nominals
　18. Yuji Nishiyama / Complement-taking nouns
　19. Hideki Kishimoto / Idioms
③  2013 年 12 月に言語対照研究系と共同で開催した NINJAL 国際シンポジウム Mysteries of Verb-
Verb Complexes in Asian Languages（日本語およびアジア諸言語における複合動詞・複雑動詞の謎）
をベースに，対象言語の範囲を広げてアジア全体における動詞複合体を論じた論文集Verb-Verb 
Complexes in Asian Languages (ed. by Taro Kageyama, Peter Hook, and Prashant Pardeshi) の
出版計画書を Oxford University Press に提出し，ピアレビューを経て出版が正式に承認された。
PART I (Languages in East Asia), PART II (Languages in South Asia), PART III (Languages in 
Central Asia), PART IV (Cross-linguistic perspective) の 4 部，合計 19 章で構成される。
④  Max Planck 進化人類学研究所との共同研究による動詞結合価交替のオンラインデータベース
（Valency Patterns Leipzig Online Database, ValPal）が 2014 年 12 月に完成し正式公開となった
（http://valpal.info）。本共同研究からは岸本と影山が日本語標準語のデータを提供した（なお，北
海道方言のデータは佐々木冠が提供した）。
⑤  2013 年度に公開したオンライン辞書「複合動詞レキシコン（国際版）」(Compound Verb Lexicon)




⑦共同研究プロジェクトの研究発表会を東京大学で開催した。（2015 年 2 月 21 日）
【研究業績】
《著書・編書》
　Masayoshi Shibatani and Taro Kageyama (Series editors)
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　　HANDBOOKS OF JAPANESE LANGUAGE AND LINGUISTICS Series. De Gruyter Mouton.











　Masayoshi Shibatani and Taro Kageyama
　　 “Introduction to the Handbooks of Japanese Language and Linguistics”, Handbook of the 
Rykyuan Languages (2015.1) and Handbook of Japanese Phonetics and Phonology (2015.2), pp. 






























Association for Laboratory Phonology，International Phonetic Association
【学会等の役員・委員】日本言語学会 常任委員・評議員，日本音声学会 理事・企画委員長・評議員，
日本学術会議 連携会員，理化学研究所脳科学研究センター 客員研究員，台湾東呉大学 客員教授，市
河三喜賞 審査委員・幹事，東京言語研究所 運営委員，The Association for Laboratory Phonology, 
Executive Committee member, Natural Language and Linguistic Theory 編集委員，Oxford Studies 



























１． 今年度は第 2 期中期計画の研究成果取りまとめの 1 年目と位置付け，もっぱら研究成果の刊行事
業を進めた。この結果，これまでの 2 つの成果（2012 年のLingua 特集号，2013 年のJournal of 
East Asian Linguistics 特集号）に加え，次の成果を得た。
　　・ Handbook of Japanese Phonetics and Phonology（全 19 章，既に編集作業が終了し，2015 年 2
月に Mouton 社より刊行）
　　・ Tonal Change and Neutralization（全 13 編，2014 年 6 月に Mouton 社に企画が採択され，既
に外部査読が終了。引き続き編集作業を進め，2015 年度中には刊行される予定）
　　・ Aspects of Geminate Consonants（全 14 編，2014 年秋に Oxford University Press に企画書を
提出，2015 年初めに採択される。2015 年度末～ 16 年度前半に刊行される見通し）
　　・ 4 年に一度開催される国際会議 ICPhS 2015（2015 年 8 月，イギリス）に促音関係のワークショッ
プ企画（Geminate Consonants across the World; GemCon 2015）を提案し，11 月に採択された。
既に専用 HP を開設し発表募集案内等を公開した。
２． 実験音韻論の国際会議（LabPhon 14）を他のプロジェクトの協力を得て 7/25‒7/27 の 3 日間誘致・
開催し，またその前後にサテライト講演会・ワークショップ（7/24，7/28）を開催した。本会議
には世界 20 カ国から合計 264 名（延べ 792 名）の参加を得た。研究発表総数 147 件（国内発表














島方言アクセントデータベース」の編集を進め，12 名のインフォーマントの承諾書を得て 2015 年 3














　　 “Introduction to Japanese phonetics and phonology”, Handbook of Japanese Phonetics and 
Phonology, pp.1‒40. De Gruyter Mouton, 2015.2.
　Haruo Kubozono
　　 “Diphthongs and vowel coalescence”, Handbook of Japanese Phonetics and Phonology, pp.215‒
249. De Gruyter Mouton, 2015.2.
　Haruo Kubozono










　　 “Japanese pitch accent in a typological perspective”, TAL 2014 (The 4th International Symposium 
on Tonal Aspects of Languages) ［招待講演］，Radboud University Nijmegen, 2014.5.13‒16.
　Haruo Kubozono
　　 “Interactions between lexical and post-lexical tones in Japanese”, International Workshop on 


















・14th International Conference on Laboratory Phonology（LabPhon 14）（共同企画・運営）
　2014.7.25‒27.

































　リーダーやプロジェクト共同研究員が執筆した，連濁に関する査読付き論文 14 本が 2014 年度に出
版された。










　　 “If rendaku isn’t a rule, what in the world is it?”, Usage-Based Approaches to Japanese 
Grammar: Towards the Understanding of Human Language , pp.137‒152, John Benjamins, 
2014.6.
　Timothy J. Vance
　　 “What students of Japanese can learn from Akkadian cuneiform”, Japanese Language and 
Literature 48, pp.341‒379. 2014.10.
　Timothy J. Vance
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　　 “Rendaku”, Handbook of Japanese Phonetics and Phonology, pp.397‒441, De Gruyter Mouton, 
2015.2.
　Timothy J. Vance, Mizuki Miyashita, and Mark Irwin
　　 “Rendaku in Japanese dialects that retain prenasalization”, Japanese/Korean Linguistics 21 , 
pp.33‒42, CSLI, 2015.3.
　Mark Irwin and Timothy J. Vance
　　“Rendaku across Japanese dialects”, Phonological Studies 18, pp.19‒26. 2015.3.
【講演・口頭発表】
　Timothy J. Vance
　　 “The actuation of the shift from word-medial [ŋ] to [g] in Tokyo Japanese”, New Ways of 
Analysing Variation Asia-Paciﬁc 3, Wellington, New Zealand, 2014.5.
　Mark Irwin and Timothy J. Vance
　　“Rendaku across Japanese dialects”，日本音韻論学会春期研究発表会（東京），2014.6.
　Katsuo Tamaoka, Kyōko Hayakawa, and Timothy J. Vance
　　 “Lexical-specific or rule-based rendaku by native Chinese and Korean speakers learning 
Japanese”，日本言語学会第 148 回大会（東京），2014.6.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】








テム開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究






会言語科学会 理事，計量国語学会 理事，社会言語科学会広報委員会 委員長，日本心理学会教科書作
成委員会 副委員長，日本心理学会認定心理士認定基準作成 委員，筑波大学留学生センター 日本語・
日本事情遠隔教育拠点事業 運営委員
【受賞歴】
2010　社会言語科学会 第 9 回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010　国立国語研究所 第 1 回所長賞























と語彙 初級 1400』（Ｊリサーチ出版），『日本語学習のためのよく使う順 漢字 2200』（三省堂），『日













６． 海外で開催された国際研究集会で文字コードに関する招待講演を 2 件おこなった（高田，2014）。































　　 「漢字に対する日本人の意識と行動 ―計量的方法による検討―」，韓国日本言語文化学会 2014 年
度春季国際学術大会（崇実大学校（韓国）），2014.5.10.
　横山詔一




































































　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Toshinobu Ogiso, Takehiko Maruyama, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Hanae Koiso, Masaya Yamaguchi, Makiro Tanaka, and Yasuharu Den
　　 "Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese", Language Resources and Evaluation , 48





　Hanae Koiso, Yasuharu Den, Ken'ya Nishikawa, and Kikuo Maekawa
　　 "Design and development of an RDB version of the Corpus of Spontaneous Japanese", 
Proceedings of the Language Resources and Evaluation 2014, pp.1471‒1476. (Reykjavik), 2014.5.
　Yuichi Ishimoto, Tomoyuki Tsuchiya, Hanae Koiso, and Yasuharu Den
　　 "Towards automatic transformation between different transcription conventions: Prediction 
of intonation markers from linguistic and acoustic features", Proceedings of the Language 
Resources and Evaluation 2014，pp.311‒315. (Reykjavik), 2014.5.
　Yuichi Ishimoto and Hanae Koiso
　　 "Utterance-final F0 changes in Japanese monologs and dialogs", Proceedings of Oriental 
COCOSDA 2014, pp.255‒260. (Phuket), 2014.9.
【講演・口頭発表】
　石本祐一，小磯花絵







































【学会等の役員・委員】日本語学会電子情報委員会（2014 年 5 月から広報委員会）委員長，計量国
語学会 理事，情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会 運営委員，情報処理学会情報規格調査会























（1）『易林本節用集（平井別版）』（慶長 2 年以降刊，全 2 巻，近世古辞書）の見出し語データを作成した。
（2 ）『蜆縮涼鼓集』（元禄 8 年刊，全 2 巻，四つ仮名資料）及び『和字正濫鈔』（元文 4 年刊，全 5 巻，


















画，全 9 冊，天保 2 ～ 5 年刊行）『比翼連理花迺志満台』（松亭金水作・歌川国直画，全 12 冊，天







　『物類称呼』は，項目数約 550 語，方言形約 4,000 語を収録した江戸時代唯一の全国方言集である。
一方，『日本言語地図』は，国立国語研究所が実施した全国方言調査（1957-65 年，2,400 地点）に基





















（1 ）芳賀矢一『日本人名辞典』の全文テキスト化を実施し，全 55,000 項目の 3 分の 1 を入力した。
これにより，2012 年度からの 3 ヵ年にわたる『日本人名辞典』の全文テキスト化作業が完了した。







































　　 「漢字に対する日本人の意識と行動 ―計量的方法による検討―」，韓国日本言語文化学会 2014 年
度春季国際学術大会（韓国・崇実大学校），2014.5.
　日本語学会電子情報委員会（高田智和・田島孝治・岡島昭浩・川口敦子・仁科明）
　　「日本語学会電子化の 15 年」，日本語学会 2014 年度春季大会（早稲田大学），2014.5.
　高田智和
　　 「漢字字体の知識と選好 ―台湾日本語学習者の場合―」，第 4 屆臺日亞州未來論壇「東亞文化傳
播與交流 ―文學，思想，語言―」，国立台湾大学，2014.6.
　清野陽一，山田太造，高田智和，古瀬 蔵





































・第 8 回 NINJAL フォーラム「世界の漢字教育 ―日本語漢字をまなぶ―」（企画・運営）2014.9.21.












































【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），純真女子短期大学 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師





























・ 社会貢献：「出雲方言公開講座 / 国立国語研究所セミナー　出雲方言のつどい」（2014.8.20，出雲市





































































　Nobuko Kibe and Kaori Ototake
　　 “Regional diﬀerences in the usage of ‘Yes’ and ‘No’ in response to negative interrogatives in 





































































に見られる言語特徴の多角的な分析を進め，年度内に 3 回開催した研究発表会では 6 件の成果発表






























深沢恵子編集『光村の国語 くらべて，かさねて，読む力 五・六年生』，pp.52‒55. 2015.2.
【講演・口頭発表】
　Satoshi Nambu, Yoshiyuki Asahi, and Masao Aizawa
　　 “Change of allophones of /g/ in Japanese: A quantitative analysis based on large-scale surveys”, 











































































　　 “Arbitrariness and motivation in geolinguistics: Verification of the “simultaneous change 
hypothesis” (tagenteki-hassei-kasetsu)”, Papers from the Second International Conference on 





　　 “Timespan comparison of dialectal distributions”, 15th International Conference on methodology 

















【所属学会】International Congress for Dialectologists and Geolinguists, Methods, Foundation for 
Endangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言
語科学会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会 世話人，METHODS international steering committee 

























































　　 “Legacies of Gifu and Tosa dialects in a small town of Tokoro in Hokkaido”, NWAV-AP3, 
2014.5.1. 
　Satoshi Nambu, Yoshiyuki Asahi, and Masao Aizawa
　　 “On the change of allophones of /g/ in Japanese: A quantitative analysis based on large-scale 
surveys”, NWAV-AP3, 2014.5.3.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Effect of Hiroshima dialect on World Japanese: A case of complementizer deletion”, 
Sociolinguistics Symposium 20, 2014.6.17.
　Yoshiyuki Asahi




　　 「北海道における方言使用の現状と実時間変化　その 3」，第 209 回北海道方言研究会例会，
2014.9.7.
　朝日祥之
　　 「北海道北見市常呂町における方言接触と変容　岐阜地区居住者を例に」，第 209 回北海道方言研
究会例会，2014.9.7.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Sociolinguistics of Karafuto and Sakhalin Japanese”, NINJAL International Symposim: 
Crosslinguistics and Linguistic Crossing in Northeast Asia, 2014.11.28.
　Mie Hiramoto and Yoshiyuki Asahi
　　 “Use of foreign-origin personal pronouns: Observations in overseas varieties of Japanese”, 2015 







































































開 28 項目に対し，新旧測地系の経緯度座標を付加した LAJDB コードデータを作成公開し，また，





















　　 “Developing Linguistic Atlas of Japan Database and advancing analysis of geographical 






























































































































ション ―新しい可能性と共有化にむけての試み―」も刊行した（21 巻 2 号，2014 年 4 月）。この特















究』の特集「大規模コーパスを利用したデータ駆動型音声研究」も刊行した（18 巻 1 号，2014 年 4 月）。
この特集号に掲載された 5 編の査読論文はすべて本プロジェクトによる成果であったが，特集号の刊
行までに査読が終了しなかった論文が複数あり，18 巻 2 号に 2 編，18 巻 3 号にも 2 編が掲載された。
このうち 2 編がプロジェクトによる成果，他の 2 編は一般からの応募であった。
　朝倉書店から刊行を続けている「講座日本語コーパス」については，2014 年 12 月に第 2 巻『書き










　　 『書き言葉コーパス：設計と構築（講座日本語コーパス第 2 巻）』（第 1 章分担執筆），朝倉書店，
2014.12.
　前川喜久雄（監修），小磯花絵（編）




　　 「『日本語話し言葉コーパス』の X-JToBI アノテーションから抽出される韻律上の発話スタイル」，
『音声研究』18(1)，pp.70‒82. (REFEREED), 2014.04.
　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Toshinobu Ogiso, Takehiko Maruyama, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Hanae Koiso, Masaya Yamaguchi, Makiro Tanaka, and Yasuharu Den
　　 “Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese", Language Resources and Evaluation 
48(2), pp.345‒371. (DOI 10.1007/s10579-013-9261-0), 2014.6.
　藤本雅子，前川喜久雄
　　 「促音に隣接する母音の時間長の特徴について：CSJ の分析」，『音声研究』18（2），pp.10‒22. 
2014.8.
　Masayuki Asahara, Sachi Kato, Hikari Konishi, Mizuho Imada, and Kikuo Maekawa
　　 "BCCWJ-Timebank: Temporal and event information annotation on Japanese text", 
Computational Linguistics and Chinese Language Processing, 19(3), pp.1‒24. 2014.9.
　Masayuki Asahara, Kikuo Maekawa, Mizuho Imada, Sachiko Kato, and Hikari Konishi
　　 "Archiving and analyzing techniques of the ultra-large-scale web-based corpus project of 




　　 "Domain of ﬁnal lowering in spontaneous Japanese", Journal of Acoustical Society of America 
135(4), p.2194. (Poster presented at the 167th ASA Meeting, Providence), 2014.5.
　全 美炷，前川喜久雄
　　「韓国語における閉音節の母音短縮化」，第 28 回日本音声学会全国大会予稿集，pp.41‒46. 2014.9.
　前川喜久雄
　　 「国立国語研究所における言語資源開発（これまでとこれから）」，言語処理学会 20 周年記念シン
ポジウム［招待講演］，2014.10.4.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】






・Interspeech2014 Reviewing committee member
・Phonetica Editorial board member

















　　　 言語処理学会論文誌『自然言語処理』2014 年論文賞，「Markov Logic による日本語述語項構
造解析」
2011　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, and Yuji Matsumoto
　　　 Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and 
Knowledge Engineering, “Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis”
2010　 Katsumasa Yoshikawa, Tsutomu Hirao, Sebastian Riedel, Masayuki Asahara, and Yuji 
Matsumoto
　　　 The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on Semantic 
Mining in Biomedicine), “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on 
Biomedical Text”
2008　岩立将和，浅原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞，「トーナメントモデルを用いた日本語係り受け解
析」
2003　浅原正幸






保存の 4 つの部分タスクの概要について 2014 年 5 月に国際会議 International Internet Preservation 
Consortium の General Assembly Open Day で発表した。収集においては，計画に基づいて 2014 年
4 月～ 2015 年 3 月の間に 3 か月ごとに 4 回のペースで 1 億 URL のバルク収集を実施した。組織化に
おいては，Web 上に多い定形表現やコピーサイトの問題を，文の異なりを得ることにより緩和する




















　　 「Web を母集団とした超大規模コーパスの開発～収集と組織化～」，『国立国語研究所論集』7 号，
pp.1‒26. 2014.5.
　Masayuki Asahara, Kikuo Maekawa, Mizuho Imada, Sachi Kato, and Hikari Konishi
　　 “Archiving and analysing techniques of the Ultra-large-scale Web-based Corpus Project of 
NINJAL, Japan”, Alexandria , Vol.25, No.1-2, pp.129‒148. 2014.8.
　Masayuki Asahara, Sachi Kato, Hikari Konishi, Mizuho Imada, and Kikuo Maekawa
　　 “BCCWJ-TimeBank: Temporal and event information annotation on Japanese Text”, 





　Masayuki Asahara, Kikuo Maekawa, Mizuho Imada, Sachi Yasuda, and Hikari Konishi
　　 “Web-based Ultra-Large-Scale Corpus Project in NINJAL, Japan”, Annual conference of the 
International Internet Preservation Consortium, General Assembly, Open day conference, 
Building Modern Research Corpora: the Evolution of Web Archiving and Analytics（フランス
国立図書館），2014.5.
　浅原正幸，今田水穂，保田 祥，小西 光，前川喜久雄
　　 「言語研究のための Web コーパスの収集と組織化」，第 159 回 DBS・第 115 回 IFAT 合同研究発
表会（九州大学），2014.8.
　浅原正幸，加藤 祥，立花幸子，柏野和佳子
　　 「文体指標と語彙の対応分析」，第 6 回コーパス日本語学ワークショップ，pp.39‒48.（国立国語研
究所），2014.9.
　浅原正幸，加藤 祥，今田水穂




　　 「文体指標と語彙系列の対応分析」，第 7 回コーパス日本語学ワークショップ，pp.7‒16.（国立国
語研究所），2015.3.
　浅原正幸，加藤 祥
　　 「文書間距離尺度の特性」，第 7 回コーパス日本語学ワークショップ，pp.45‒54.（国立国語研究所），
2015.3.
　浅原正幸，森田敏生





　 小西 光，中村壮範，田中弥生，間淵洋子，浅原正幸，加藤 祥，立花幸子，今田水穂，山口昌也，
前川喜久雄，小木曽智信，山崎 誠，丸山岳彦
　　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の文境界修正」，言語処理学会第 21 回年次大会論文集，
pp.2‒3.（京都大学），2015.3.
　吉川克正，浅原正幸
　　 「言語横断手法による日本語時間的順序関係推定」，言語処理学会第 21 回年次大会論文集，A2‒4 
（京都大学），2015.3.
　金山 博，宮尾祐介，田中貴秋，森 信介，浅原正幸，植松すみれ







































　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Toshinobu Ogiso, Takehiko Maruyama, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Hanae Koiso, Masaya Yamaguchi, Makiro Tanaka, and Yasuharu Den
　　 “Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese”, Language Resources and Evaluation , 
48(2), pp.345‒371. Springer, 2014.6.
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　小木曽智信









　　 「第 6 章 形態論情報付きデータ（TSV）」，『『現代日本語書き言葉均衡コーパス』利用の手引 第 1.1
版』，pp.100‒109. 国立国語研究所，2015.3.
　小木曽智信
　　 「第 9 章 形態論情報付き統合形式 XML（M-XML）」，『『現代日本語書き言葉均衡コーパス』利用


































　　 “Problems in encoding documents of the Early Modern Japanese”, Digital Humanities 2014（ロー
ザンヌ大学），2014.7.9.
　小木曽智信，岡部嘉幸
　　 “Design and compilation of the Sharebon Corpus”, 14th International Conference of European 
Association for Japanese Studies（ヨーロッパ日本学会）（リュブリャナ大学），2014.8.29.
　河瀬彰宏，小木曽智信
　　 “Textual encoding for Government-Designated Textbooks (Kokutei tokuhon )”, Japanese 







　 小西 光，中村壮範，田中弥生，間淵洋子，浅原正幸，加藤 祥，立花幸子，今田水穂，山口昌也，
前川喜久雄，小木曽智信，山崎 誠，丸山岳彦
　　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の文境界修正」，言語処理学会第 21 回年次大会（京都大学），
2015.3.17.
　小木曽智信
　　 “Mini demonstration of Japanese corpora”, Council on East Asian Libraries Annual Meeting (The 
Association for Asian Studies)（シカゴ），2015.3.24.
　小木曽智信
　　 “Digital humanities in Japanese studies: Japanese corpora by NINJAL”, Council on East Asian 
Libraries Annual Meeting (The Association for Asian Studies)（シカゴ）［招待講演］， 2015.3.26.
【その他の学術的・社会的活動】
・ タイ王立研究所による見学会における研究発表 ”UniDic: a machine readable dictionary for 
morphological analysis of Japanese text”，小木曽智信，国立国語研究所，2014.12.2.



















































　山崎 誠，柏野和佳子，内山清子，砂岡和子，田島毓堂，山元啓史，韓 有錫，薛 根洙












































　 山崎 誠（編），山崎 誠，前川喜久雄，丸山岳彦，柏野和佳子，山口昌也，小椋秀樹，小木曽智信，
田中牧郎（著）
　　『講座 日本語コーパス 2 書き言葉コーパス 設計と構築』，朝倉書店，2014.12.
　 小磯花絵（編），小磯花絵，前川喜久雄，五十嵐陽介，丸山岳彦，伝 康晴，籠宮隆之，西川賢哉，
菊地浩平（著）







　　 「コーパス活用の勘所 第 3 回【現代語】文法（1）『現代日本語書き言葉均衡コーパス』による現
代日本語文法の研究」，『日本語学』2014 年 6 月号，pp.91‒95. 明治書院，2014.6.
　丸山岳彦













　　 “A corpus-based study of colloquial Japanese: Retrospect and prospect”, The 14th International 











　　 “Annotating clause boundary labels to Japanese corpora”, The East Asian Linguistics Seminar, 









　　 “Current issues on Japanese corpus linguistics”，スロベニア リュブリャナ大学文学部アジア・
アフリカ学科 日本研究講座［招待講演］，2015.3.19.
　丸山岳彦























　　 “Building a database of Japanese adjective examples from special purpose web corpora”, 
Proceedings of LREC2014 (Iceland), 2014.5.
《データベース類》
・全文検索システム『ひまわり』用に『国会会議録』パッケージを公開　2014.4.1.











































第 6 回，及び第 7 回コーパス日本語学ワークショップにおいて，「テキストにおける多義語の意味の
集中度」「医療経過記録における名詞連続の計量的特徴」（共同発表）のタイトルでポスター発表を行っ
た。国際計量言語学会において，"The inﬂuence of the word unit and the sentence length on the 







　　『講座日本語コーパス 2 書き言葉コーパス ―設計と構築―』，朝倉書店，2014.12.
《論文・ブックチャプター》
　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Toshinobu Ogiso, Takehiko Maruyama, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Hanae Koiso, Masaya Yamaguchi, Makiro Tanaka, and Yasuharu Den
　　 “Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese”, Language Resources and Evaluation , 
48(2), pp.345‒371. 2014.6.
　山崎 誠












　　 “The inﬂuence of the word unit and the sentence length on the ratio of the parts of speech 
in Japanese”, International Quantitative Linguistics Conference (QUALICO2014), Palacký 
University, Olomouc, Czech Republic, 2014.5.30.
　山崎 誠
　　 「テキストにおける多義語の意味の集中度」，第 6 回コーパス日本語学ワークショップ（国立国語
研究所），2014.9.10.
　山崎 誠，柏野和佳子，内山清子，砂岡和子，田島毓堂，山元啓史，韓 有錫，薛 根洙




















【職歴】神戸大学文学部 講師（2005），同 人文学研究科 講師（2007），大学共同利用機関法人人間文










2000　 The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of 
South Asian Languages and Linguistics 2000”，Sage Publications. New Delhi，Thousand 





　Peter Hook and Prashant Pardeshi
　　 “Prenominal noun-modifying constructions in Marathi, the noun phrase accessibility hierarchy, 






　Yuko Yoshinari, Prashant Pardeshi, and Sung-Yeo Chung.
　　 “Usage of transitive verbs in the depiction of accidental events in Japanese and Korean: A 
psycho-linguistic study”, In Seungho Nam, Heejeong Ko, and Jongho Jun (eds.), Japanese/Korean 
Linguistics 21, Stanford: CSLI, pp.229-243. 2014.12.
　Prashant Pardeshi and Peter Hook
　　 “Blowing hot, hotter, and hotter yet: Temperature vocabulary in Marathi”, In Maria 





　　 “A Geo-typological database of transitivity pairs: Visualizing linguistic unity and diversity in 
space and testing typological generalizations”, In Papers from the 2nd International Conference 
on Asian Geolinguistics (PICAG-2), pp.156‒165. Department of Linguistics and Department of 
Geography, Faculty of Arts, Chulalongkorn University, Bangkok, Thailand, 2014.5.
《データベース類》
・ 「使役交替言語地図」（The World Atlas of Transitivity Pairs（WATP））1.00 版 公開（48 言語）
http://watp.ninjal.ac.jp/　2014.6.6.




出しに例文音声を追加，音声付きの活用表追加），2014.12.11.；17 見出し追加（合計 34 見出し），
2015.1.29.；19 見出し追加（合計 53 見出し），2015.3.31.
《その他の出版物・記事》
　プラシャント・パルデシ




　　 “A Geo-typological database of transitivity pairs: Visualizing linguistic unity and diversity 
in space and testing typological generalizations”, Presented at the Second International 
Conference on Asian Geolinguistics, Chulalongkorn University, Bangkok, Thailand, 2014.5.24‒25.
　プラシャント・パルデシ
　　 「有対自他動詞の地理類型論的なデータベース：類型論的なパターン可視化および仮説の検証」，
『日本言語学会第 148 回大会予稿集』，pp.408‒413. 2014.6.7‒8.
　プラシャント・パルデシ
　　 「自他動詞対の派生方向に関する定説の定性的・定量的検証」，第 111 回 NINJAL サロン（国立
国語研究所），2014.8.17.
　Prashant Pardeshi, Yousuke Momiyama, Yuriko Sunakawa, and Shingo Imai
　　 「日本語基本動詞用法ハンドブック作成の取り組み：現状および今後の展望」，パネルセッション
「コーパス的アプローチと伝統的辞書学の狭間にある学習者用・一般用の日本語辞書作り」，The 
14th International Conference of European Association of Japanese Studies (EAJS) , University 
of Ljubljana, Slovenia, 2014.8.27‒30.
　赤瀬川史朗，プラシャント・パルデシ，今井新悟
　　 「NINJAL-LWP の類義語比較機能」，『第 6 回コーパス日本語学ワークショップ予稿集』（国立国
語研究所），pp.41‒50. 2014.9.9.
【研究調査】
・ 2015.9.11‒14　NINJAL Parsed Corpus of Modern Japanese (NPCMJ)：アノテーション方法に関す
るチュートリアル＠神戸大学
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・ Questionnaire based survey on entailment cancellation in Marathi (in collaboration with Prof. 
Sonal Kulkarni, Deccan College Post-graduate and Research Institute, Pune, India).
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 日本言語学会第 148 回大会ワークショップ「他動性の本質の解明 ―日本語と世界諸言語の対照研
究から見えてくるもの」（企画）2014.6.7‒8.
・ 関西言語学会第 40 回大会ワークショップ「文の統語・意味解析情報をタグ付けした日本語構造体
コーパスの開発」（企画）2014.6.13.
・ The 14th International Conference of European Association of Japanese Studies (EAJS)，パネル
セッション「コーパス的アプローチと伝統的辞書学の狭間にある学習者用・一般用の日本語辞書
作り（Learners’ and general purpose dictionary making between corpus based approaches and 
traditional lexicography）」（企画・司会）2014.8.27‒30.
【その他の学術的・社会的活動】
・External reviewer, Folia Linguistica (Mouton)





み」第 8 回 NINJAL フォーラム「世界の漢字教育 ―日本語漢字を学ぶ―」（学術総合センター）　
2014.9.21
【大学院教育・若手研究者育成】









【学歴】Harvard University，Linguistics & Philosophy 卒業（1976），筑波大学文芸言語研究科修士
課程修了（1980），Harvard University，Linguistics 博士課程修了（1985）





【学会等の役員・委員】Cahiers de Linguistique - Asie Orientale（パリ）編集委員，『言語研究』（韓国）


















耕／言語同時伝播仮説」（Bellwood & Renfrew 2002）の是非を日本列島・アジア・太平洋において
検証する企画を行ってきた。さらに，プロジェクトの海外研究事業として，米国コーネル大学と 8th 
Workshop on Altaic Formal Linguistics (WAFL8)（第 8 回アルタイ形式言語学学会）と Workshop 
on Suspended Aﬃxation を共催し，ヘルシンキ大学地域言語研究センター（HALS，Helsinki Area 
and Language Studies，フィンランド）とはサハリン（ロシア）での言語調査と 2 回の国際学会を共
催してきた。現在のところ，プロジェクトの研究成果刊行物としては下記の 3 点があげられる。
研究成果：
1.  Young-Key Kim-Renaud and John Whitman (eds.) Korean Linguistics 15:2 Special Issue on Korean 
Historical Linguistics, 2014.
2.  Esra Predolac and Andrew Joseph (eds.) Proceedings of the 8th Workshop on Altaic Formal 
Linguistics (WAFL8). MIT Working Papers in Linguistics 70, 2015.
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3. ブガエワ・アンナ，長崎 郁（編）『アイヌ語研究の諸問題』，北海道出版企画センター，2015.
4. ブガエワ・アンナ『トピック別 アイヌ語会話辞典』 http://ainutopic.ninjal.ac.jp/
【研究業績】
《著書・編書》
　John Whitman and Franck Cinato (eds.)
　　 Lecture vernaculaire des textes classique Chinois/Reading classical texts in the vernacular, 
Dossiers HEL 7, Paris: Laboratoire Histoire des Théories Linguistiques (Université Paris 
Diderot), 2014.11.
《論文・ブックチャプター》
　Jiwon Yun, Zhong Chen, Tim Hunter, John Whitman, and John Hale
　　 “Uncertainty in processing relative clauses across East Asian languages”, Journal of East Asian 
Linguistics 24.2, pp.113‒148. 2015.5. (online 2014.12)
　John Whitman and Yuko Yanagida
　　 “A Korean grammatical borrowing in Early Middle Japanese kunten texts and its relation to 
the syntactic alignment of earlier Korean and Japanese”, in Seungho Nam, Heejeong Ko, and 

















































2） アイヌ語班の数メンバーによって，1 月 26 日に『トピック別 アイヌ語会話辞典』（日本語版），3
月 20 日に A Conversational Topical Dictionary of Ainu（英語版）が公開された。これは，2010
年に公開されたブガエワ他『音声付きアイヌ語辞典 ―新編 金澤版アイヌ語会話辞典』のコンテン
ツにトピック検索機能（日本語・英語）と見出し語（アイヌ語・日本語・英語）検索機能を追加し，
さらに未公開のビデオ資料（約 130 見出し）と動植物や道具の写真（72 見出し，86 枚）を加えた
ものである。見出し語の総数は 3510 項目である。
3） 論集Handbook of the Ainu Language（HJLL シリーズ）の出版について，De Gruyter Mouton 社
と契約を結んだ。出版予定：2017 年 8 月 .
4） アイヌ語班の数メンバーで『アイヌ語口承文芸コーパス』の作成を進めている。公開予定：2016
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　　 “Relative clauses and noun complements in Ainu”，アンナ・ブガエワ，長崎 郁（編）『アイヌ
語研究の諸問題』，札幌：北海道出版企画センター，pp.73‒107. 2015.3.
　Anna Bugaeva









　Anna Bugaeva, Shiho Endō, and Shiro Akasegawa





島と周辺諸言語の類型論的・比較歴史的研究プロジェクト アイヌ語班 H26 第一研究会（北海道
大学），2014.5.31.
　Anna Bugaeva
　　 “Движение за возрождение айнского языка [Ainu language 
revitalization movements]”, Seminar on Language Endangerment, Kykhkykh-Center for 
preservation and development of traditional cultures of the minority peoples of the North, 
Nekrasovka Village, Sakhalin, Russia, 2014.8.13.
　Anna Bugaeva
　　 “Clause fusion as a process of forming complex predicates in Ainu and Japanese”, Conference 
on Syntax of the World’s Languages VI, University of Pavia, Italy, 2014.9.8.
　Anna Bugaeva
　　 “The development of nominalization strategies in Ainu”, International Symposium: 










・2014.8　ニヴフ語サハリン方言の調査（サハリン Nogliki 村，Nekrasovka 村）
・2014.9　日本語宮崎方言の調査（椎葉村）
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 日本列島と周辺諸言語の類型論的・比較歴史的研究プロジェクト アイヌ語班 H26 第一研究会（北
海道大学）（北海道大学アイヌ・先住民研究センターとの共催）　2014.5.31.
・ International Symposium: Crosslinguistics and linguistic crossings in Northeast Asia, Helsinki 
University, Finland（ヘルシンキ大学との共催）　2014.11.29‒30.





































　Yuichi Ishimoto, Tomoyuki Tsuchiya, Hanae Koiso, and Yasuharu Den
　　 “Towards automatic transformation between diﬀerent transcription conventions: Prediction of 
intonation markers from linguistic and acoustic features”, Proceedings of LREC2014, pp.311‒315. 
(Reykjavik, Iceland), 2014.5.
　 Shuichi Itahashi, Tomoko Ohsuga, Yuichi Ishimoto, Hiroaki Kojima, Kiyotaka Uchimoto, and 
Shunsuke Kozawa
　　 “Revised catalogue speciﬁcations of speech corpora with user-friendly visualization and search 
system”, Proceedings of Oriental COCOSDA 2014, pp.60‒64. (Phuket, Thailand), 2014.9.
　Yuichi Ishimoto and Hanae Koiso
　　 “Utterance-final F0 changes in Japanese monologs and dialogs”, Proceedings of Oriental 
COCOSDA 2014 , pp.255‒260. (Phuket, Thailand), 2014.9.
【講演・口頭発表】
　石本祐一，小磯花絵
　　 「日本語話し言葉コーパスを基にした自発発話における独話・対話の F0 変化の分析」，日本音響
学会 2014 年秋季研究発表会講演論文集，pp.357‒360. （北海学園大学），2014.9.
　大須賀智子，石本祐一，板橋秀一
166 Ⅳ 教員の研究活動と成果
　　 「日本音響学会新聞記事読み上げ音声コーパスの改訂について」，日本音響学会 2014 年秋季研究
発表会講演論文集，pp.419‒420. （北海学園大学），2014.9.
　石本祐一，榎本美香














【所属学会】日本音声学会，日本音響学会，社会言語科学会，International Speech Communication 
Association










































　　『講座 日本語コーパス 3  話し言葉コーパス 設計と構築』，朝倉書店，2015.2.
《論文・ブックチャプター》
　籠宮隆之
　　 「硬い声と柔らかい声 ―音声から来る硬軟の印象―」，『日本語学』34（1），pp.58‒69. 明治書院，
2015.1.
《国際会議録》
　Takayuki Kagomiya and Seiji Nakagawa
　　 “Evaluation of bone-conducted ultrasonic hearing-aid regarding transmission of speaker gender 
and age information”, Proceedings of Speech Prosody 2014, pp.467‒471. (Dublin, Ireland), 2014.5.
　Takayuki Kagomiya and Seiji Nakagawa
　　 “Development of Japanese paralinguistic information transmission tests for assessment of 
hearing-assistance devices utilizing multi-speaker and emotional speech corpora”, Proceedings 








年度秋季大会予稿集』，pp.237‒240. 日本語学会 2014 年秋季大会（北海道札幌市），2014.10.
　籠宮隆之
　　 「自発音声コーパスを用いた母音の調音位置と発話速度との関係の分析」，『日本音響学会 2015 年

































of Teachers of Japanese）
【学会等の役員・委員】日本語教育学会国際連携委員会 委員長，文化審議会国語分科会 委員，文化
審議会国語分科会日本語教育小委員会 委員，国際交流基金「国際交流基金の運営に関する諮問委員会」




















（1 ）ベトナム，スペイン，フランス，ハンガリー，韓国，中国，韓国，台湾の 8 地域 6 言語の調査を
実施し，現在までに，約 970 名分のデータを収集した（「I-JAS: 多言語母語の日本語学習者横断コー
パス」）。既に公開している中国語・韓国語母語の日本語縦断発話コーパス（C-JAS）と共に HP で
本プロジェクトの概要を掲載した（https://ninjal-sakoda.sakura.ne.jp/lsaj/）。
（2 ）コーパス構築のための文字化に関する研究会（2014年 4月～ 6月）を3回開催し，さらに学習者コー
パスを活用した言語研究会（2014 年 4 月～ 2015 年 1 月）を 10 回開催し，毎回 15 ～ 20 名の参加
者によりコーパスに基づく事例研究の発表や英語教育領域の専門家による特別講義を行った。





（4 ）2014 年 9 月，国立国語研究所・国立情報学研究所主催の「音声言語資源の明日を考える」というテー
マで行われたシンポジウムで，学習者コーパスデータ収集に関する調査実施の課題について発表し
た。
（5 ）2014 年 12 月，時空間言語変異研究系と共に，NINJAL 合同シンポジウム「コーパスに見る日本
語のバリエーション ―会話・方言・学習者・歴史コーパスから―」を主催し，学習者コーパスと
日本語教育研究について発表した。参加者は延べ約 100 名であった。
（6 ）2015 年 1 月，日本語教育研究・情報センター主催の共同研究プロジェクト合同発表会を「多文
化共生社会における日本語教育 ―言語習得・コミュニケーション・社会参加―」というテーマで
実施した。研究員と共に学習者コーパス構築に関する内容について 2 件，データ分析による習得の
内容 2 件のポスター発表を行った。参加者は 83 名であった。
（7 ）『学習者コーパスと日本語教育研究（仮題）』（くろしお出版 2015 年秋 出版予定 編集：迫田久美子，
野田尚史）および Acquiring Japanese as a Second Language: Corpus based investigation into the 



























































































Association of Teachers of Japanese
【学会等の役員・委員】日本語学会 理事・評議員，日本語教育学会 学会連携委員長，日本言語学会








































































































　 「日本語非母語話者の言語理解・言語表現の分析」，第 15 回 NINJAL チュートリアル，PARM-
CITY131（仙台），2014.9.














































































































待講演，第 24 回 CATJ 大会（米国イースタンミシガン大学）での招待講演やパネル発表，韓国・
国立国語院で開催された国際シンポでの招待講演 “Literacy necessary for the construction of the 




















　　 ”Literacy necessary for the construction of the multicultural society: From a perspective of 
intercultural literacy and social partcipation”, NIKL (The National Institute of The Korean 
Language) 2014 International Academic Conference: The Methods and Applications of Research 
on Literacy, Proceeding of Presentation , pp.152‒163, 韓国・国立国語院 , 2014.11.
《データベース類》















学習支援の現場から見えてくること」，24th Annual Conference of the Central Association of 




　　 「日本におけるバイリンガル教育の現状と今後の展望」，第 24 回 CATJ パネル：バイリンガル
に子どもを育てる ―アメリカと日本の知見から（Raising children as bilinguals - Perspectives 
from U.S. and Japan- Hitomi Oketani, Ted Delphia, Yukiko Tanaka, and Hiroshi Noyama），24th 
Annual Conference of the Central Association of Teachers of Japanese (CATJ24) Proceedings, 






―（Language and foreign wives in Japan: From a perspective of communicative competence 
and social participation）」，AAS（AAS-IN-ASIA CONFERENCE）パネル発表（13）East Asian 































・2014.5　 群馬県大泉町において，OPI（Oral Proﬁciency Interview）の枠組みを活用した，日本語
学習者の会話力，言語生活等に関する縦断調査のフォローアップ調査
・2014.9　 秋田県能代市において，OPI（Oral Proﬁciency Interview）の枠組みを活用した，日本語
学習者の会話力，言語生活等に関する縦断調査






































































・2014.12.20　 堀岡岡児童館（富山県射水市）：外国人児童生徒のための学習教室 (Toyama 











































○第 3 回　2014 年 10 月 25 日　10：00 ～ 13：00，16：00 ～ 16：45（フクラシア東京ステーション）
















































　2014 年 7 月 5 日　所長候補者選考委員会設置
　2014 年 7 月 22 日　所長候補者選考委員会（第 1 回）開催
　2014 年 8 月 21 日　所長候補者選考委員会（第 2 回）開催（メール審議）
　2014 年 9 月 2 日　適任者名簿を提出
　2014 年 10 月 25 日　運営会議にて現国立国語研究所長 影山太郎氏を所長候補者に決定












　2014 年 4 月 2 日（第 1 回：メール会議），2014 年 6 月 9 日（第 2 回）
　　言語資源研究系准教授として淺原正幸氏を運営会議に推薦
　　（2014 年 7 月 5 日開催の運営会議で採用決定）
　2014 年 7 月 22 日（第 3 回：メール会議），2014 年 10 月 14 日（第 4 回）
　　理論・構造研究系特任助教として船越健志氏を運営会議に推薦
　　（2014 年 10 月 25 日開催の運営会議で採用決定）
　2014 年 11 月 11 日（第 6 回），2015 年 2 月 16 日（第 7 回）
　　理論・構造研究系特任助教として藤本灯氏を運営会議に推薦
























　・ 委員会は 10 名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外
の学識経験者等の中から所長が委嘱する。
















　○平成 26 年度外部評価委員会（第 2 回）










　○平成 27 年度外部評価委員会（第 1 回）

































　　 Digital Humanities 2014 における口頭発表のうち特に優れていると認められる発表に対して授
与される Bursary Award（若手研究奨励賞）を “Problems in Encoding Documents of Early 
Modern Japanese” により受賞した。（2014 年 7 月 11 日）
　・加藤 祥（コーパス開発センタープロジェクト PD フェロー）
　　〈論文〉
　　 言語処理学会誌『自然言語処理』に，論文「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する時間










○第 10 回所長賞：2014 年度後期（2014 年 10 月 1 日～ 2015 年 3 月 31 日）
　　〈特別所長賞〉
　・窪薗晴夫（理論・構造研究系教授）




　・ 儀利古幹雄（大阪大学大学院言語文化研究科 助教，元・理論・構造研究系 プロジェクト PD フェ
ロー）
　・長屋尚典（東京外国語大学講師，元・言語対照研究系プロジェクト PD フェロー）
　・ 竹村亜紀子（フランス国立東洋言語文化研究所 講師，元・理論・構造研究系プロジェクト PD フェ
ロー）











　・加藤 祥（コーパス開発センタープロジェクト PD フェロー）
　　業績： “Archiving and Analysing Techniques of the Ultra-large-scale Web-based Corpus 
Project of NINJAL, Japan” M Asahara, K Maekawa, M Imada, S Kato, H Konishi (2014) 
Alexandria 25(1), pp.129‒148
　　　　　 “BCCWJ-TimeBank: Temporal and Event Infomation Annotation on Japanese Text”, 
M.Asahara, S.Kato, H.Konishi, M.Imada, K.Maekawa (2014) Internartional Journal of 







2014.9.30 特任准教授 浅原正幸 退職
2014.10.1 准教授 浅原正幸 採用
2015.3.31 准教授 宇佐美洋 辞職
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平成 27年 1 月 31 日       国立国語研究所平成 26年度外部評価委員会（第 2回） 





                                            外部評価委員会 









































































































①同研究発表会の開催：４つの基幹型共同研究で計６回の研究発表会（合計 25 件の発表，延べ 280 名の
参加者）を開催し，あわせて若手研究者に研究発表の場と発表旅費を提供した。 
②理論・構造研究系合同発表会：前年度に引き続き公開の研究成果合同発表会（レキシコン・フェスタ 3）






・The Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation (Mouton 社） 
・Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond (Mouton 社) 
・The Handbook of Japanese Contrastive Linguistics (Mouton 社) 
・Verb-Verb Complexes in Asian Languages (Oxford University Press) （以上，「日本語レキシコン」） 




・Tonal Change and Neutralization (Mouton 社) 
・Aspects of Geminate Consonants (Oxford University Press)（以上「語彙の音韻特性」） 
・Perspectives on Rendaku: Sequential Voicing in Japanese Compounds (Mouton 社)（「連濁事典」）。 
④国際シンポジウムの開催：本研究系が中心となって次の２つの国際会議を NINJAL 国際シンポジウム
として誘致・開催した。 




て実験音韻論の国際会議 LabPhon 14 (14th International Conference on Laboratory Phonology)を平
成 26 年 7 月 25 日～27 日の３日間開催し，またその前後にサテライト講演会・ワークショップ（7 月
24 日，28 日）を開催・誘致した。本会議では世界 20 カ国から合計 264 名（３日間で延べ 792 名）の
参加を得て，研究発表総数 147 件（国内研究者 11 件，海外 136 件）の報告があった（この会議の成


































(7th Meeting of Formal Approaches to Japanese Linguistics, 2014.6.25-27, 国際基督教大学との共
催，於国語研＆国際基督教大学 )とLabPhon 14 (14th International Conference on Laboratory 
Phonology, 2014.7.25-27, 於国語研)を開催し，いずれも世界各国から多数の参加を得た（前述(1)④）。 
②研究成果の国際発信： 
・The Handbook of Japanese Phonetics and Phonology （Mouton社，全19章，800余頁）（「語彙の
音韻特性」） 
・Proceedings of the 22nd Japanese/Korean Linguistics Conference (CSLI)（「連濁事典」） 
③英語による論文集の編集作業（前述(1)③） 
④海外学会・研究機関等における招待講演等： 
・The 4th International Symposium on Tonal Aspects of Languages（オランダ，窪薗） 
・International Workshop on Word Stress and Accent(オランダ，窪薗） 


















・Haruo Kubozono (ed.) The Handbook of Japanese Phonetics and Phonology （Mouton 社，2015.2，
「語彙の音韻特性」） 






・The Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation （Mouton 社） 
・Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond （Mouton 社） 
・The Handbook of Japanese Contrastive Linguistics (Mouton 社) 
・Verb-Verb Complexes in Asian Languages (Oxford University Press)（以上，「日本語レキシコン」） 
・Tonal Change and Neutralization (Mouton 社) 
・Aspects of Geminate Consonants (Oxford University Press)（以上,「語彙の音韻特性」） 
・『連濁研究ハンドブック』(出版社未定) 












































































































④時空間変異研究系の合同究発表会 JLVC 2015 の開催：平成 27 年 3 月 7 日（土）に国語研講堂におい
















成 26 年 8 月），宮崎県椎葉村方言の合同調査（平成 26 年 9 月，平成 27 年 3 月）を実施した。また，




・「危機方言」：平成 26 年 9 月 13・14 日「形容詞の記述と問題点」（科研費 A「消滅危機言語として





国語研のコーパス関係プロジェクトと連携）（於国語研講堂）。平成 27 年 3 月『日本言語地図』デ
ータベースに関する研究会（ワークショップ）（於東北大学）。 
・「方言分布」：平成 26 年 7 月 6 日 公開研究発表会（於国語研多目的室）。平成 26 年 11 月 29・30
日「言語地理学フォーラム」：（於富山大学人文学部）。平成 27 年 3 月 8 日「言語地理学フォーラム」
（於国語研多目的室）。 
・「現代日本語の動態」：平成 27 年 1 月 24 日 研究発表会（於国語研多目的室）。 
・「大規模経年調査」：平成 26 年 12 月 20 日 研究発表会（於岡崎市図書館交流プラザ りぶら）。平成




③時空間変異研究系の合同究発表会 JLVC 2015 の開催：平成 27 年 3 月 7 日（土）に国語研講堂におい












・The 2nd International Conference on Asian Geolinguistics, Chulalongkorn University, Bangkok. 
Thailand,2014.5.（大西） 
・Methods XV, University of Groningen,Netherlands (Netherlands), August 2014.（大西，熊谷） 
・NWAV Asia-Pacific 3,Victoria University of Wellington, New Zealand，May 2014.（南部・朝日） 
・Sociolinguistics Symposium 20, Jyväskylä, Finland, 2014.6.（朝日） 
・The 4th International Symposium on Tonal Aspects of Languages, Radboud University 
Nijmegen, Netherlands，2014.5.13-16. 招待（窪薗） 
・第5回中国言語経済学会, 揚州大学, 平成26年11月（井上史雄）。 
































文学会『西日本国語国文学』第 1 号，pp.1-14，査読あり，2014. 
・Nobuko Kibe and Kaori Ototake,“Regional Differences in the Usage of ‘Yes’ and ‘No’ in Response 
to Negative Interrogatives in Japanese”, Papers from the Second International Conference on 
Asian Geolinguistics， pp.222-227，査読なし， 2014.5. 












・平成 26 年 8 月 20 日「出雲方言公開講座/NINJAL セミナー 出雲方言のつどい」於出雲市くにびき
ホール。来場者数約 200 人。 
・平成 26 年 12 月 12 日～14「危機方言サミット in 八丈島」於八丈町おじゃれホール。八丈町教育委
員会，文化庁と共催。参加者数延べ 423 人。 
 
（６）若手研究者育成 
①若手研究者のフィールドワーク参加：島根県出雲方言調査（平成 26 年 8 月 17 日～21 日）に大学院生
7 人・日本学術振興会特別研究員 3 人が参加，宮崎県椎葉村方言（平成 26 年 9 月 1 日～6 日）に大学
生 7 人，日本学術振興会特別研究員 1 人が参加した。 
②言語地図作成講習会の開催：「ゼロからはじめる言語地図」を東京外国語大学アジア・アフリカ言語文
化研究所 LingDy2 テクニカルワークショップ（平成 26 年 7 月 5 日）と富山大学で開催した。参加者






































































回開催している。今年度は第６回を平成 26 年 9 月に，平成 27 年 3 月に第 7 回を開催した。 
④共同研究の成果の一部として，講座『日本語コーパス』（全８巻，朝倉書店）の出版を進めている。平




①公募により平成 26 年 10 月に准教授１名が着任した。 

















































18 巻 2 号にも共同研究メンバーによる査読論文１編と研究ノート１編が掲載された。更に一般からの
投稿論文で，18 巻 3 号への掲載が決定している論文が１編あり，査読中の論文が２編ある。 






スと日本語史研究』ひつじ書房，平成 27 年刊行予定） 
⑥コーパス開発センターと連携して，『中納言』や ChaKi.NET（茶器）の講習会を実施した。 
⑦今年度の発表論文数は，「創成」が 36 編（国際誌査読有１編，国内査読有 14 編，国際会議予稿集９編，
査読無 12 編），「アノテーション」が 19 編（国際誌査読有２編，国内査読有８編，国際会議予稿集５





































































































③地理類型論的なデータベース『使役交替言語地図』 (The World Atlas of Transitivity Pairs (WATP)) 
 を公開，更新（新規言語データの追加）。 







①国際シンポジウムの開催： NINJAL 国際シンポジウム「Typology and Cognition in Motion Event 
  Descriptions」を開催し，国内外の研究者が成果を発表した（詳細は（５）を参照）。 











諸言語の対照から見えてくるもの』東京：くろしお出版，平成 27 年 5 月刊行予定。 
 ・ Pardeshi, Prashant and Taro Kageyama (eds). The Handbook of Japanese Contrastive 
Linguistics, Berlin: Mouton と契約済み，現在第１稿を査読中。 
 ・Kageyama, Taro, Peter Hook and Prashant Pardeshi (eds.)Verb-Verb Complexes in Asian 
Languages. Oxford: Oxford University Press と契約手続きを進めた（理論構造研究系との共同作
業）。 






にて，平成 26 年 12 月）。 
 ・NLB 新規機能追加についてコーパス日本語学ワークショップ,於国語研（平成 26 年 9 月 9 日）で発
表し，論文を予稿集に投稿。 
 ・平成 26 年度 日本語学習辞書科研 国際研究集会「日本語学習辞書開発の支援を考える」於筑波大





・Whitman, John. Old Korean. In Brown, Lucien and Jae Hoon Yeon (eds.) The Handbook of 
Korean Linguistics. London: Wiley-Blackwell, 2015.（印刷中） 
・Whitman, John, and Yanagida, Yuko. A Korean grammatical borrowing in Early Middle Japanese 
kunten texts and its relation to the syntactic alignment of earlier Korean and Japanese. In Nam, 
Seungho, Ko, Heejeong, and Jun, Jongho (eds.) Japanese/Korean Linguistics 21.pp.121-135, 
Stanford: CSLI. 2014. 
・Frellesvig, Bjarke, John Whitman. The Historical Source of the Bigrade Transitivity Alternations 
in Japanese. In Taro, Kageyama and Wesley, Jacobson (eds.) Valency Alternations in Japanese, 
Mouton de Gruyter. 2015.（印刷中） 
・Yun, Jiwon, Chen, Zhong, Hunter, Tim, Whitman, John, and Hale, John. Uncertainty in 
processing relative clauses across East Asian languages. Journal of East Asian Linguistics. 
2015.（予定）（オンライン版は Springerlink.com ですでに刊行済） 
・Bugaeva, Anna. Valency classes in Ainu. In Comrie, Bernard & Malchukov, Andrej (eds.) Valency 
classes cross-linguistically, Berlin, New York: Mouton de Gruyter. 2015.2. 
・Bugaeva, Anna. An equivalent of the standard of comparison relativization in Ainu. 『北方人文
研究』第８号，査読あり，2015.3. 





替言語地図』 (The World Atlas of Transitivity Pairs (WATP)) を公開（54 言語のデータを収容）。 
・『基本動詞ハンドブック』の編纂・ウェブ公開：第１弾として移動動詞・授受動詞など 17 見出しを
公開（平成 26 年 4 月）。続いて，平成 26 年 12 月 11 日にインターフェース更新（すべての見出し
の例文に音声を追加，音声付きの活用表追加。例文数：1348 文）。第２弾として，平成 27 年 1 月
29 日にさらに 17 見出しを公開（すべての見出しの例文に音声を追加，音声付きの活用表追加。例
文数：977 文）。 
・新規検索機能の開発・公開：『現代日本語書き言葉均衡コーパス』用オンライン検索システム











・共同研究発表会：平成 26 年 12 月 13 日に開催（言語対照研究系の合同研究発表会）。 
「東北アジア言語地域」プロジェクト 
・音韻再建班：２回開催：平成 26 年 6 月 27 日於国語研，平成 26 年 7 月 31 日～8 月 1 日，於国語研。 
・アイヌ語班：２回開催：平成 26 年 5 月 31 日於北海道大学 アイヌ・先住民研究センター，平成 27
年 1 月 10 日～11 日，於国語研。 
④国際シンポジウムの実施 
「述語構造」プロジェクト 
・スロベニアで行われたヨーロッパ日本語教育大会(European Association for Japanese Studies)で
「コーパス的アプローチと伝統的辞書学の狭間にある学習者用・一般用の日本語辞書作り」と題し
たパネルセッションを企画・実施（平成 26 年 8 月）。 
「東北アジア言語地域」プロジェクト 
・ヘルシンキ大学と共催 “Crosslinguistics and linguistic crossings in Northeast Asia” （「環北太平
洋地域における対照言語学的・言語横断的研究」）を開催。 
「言語対照系」 
・NINJAL 国際シンポジウム「Typology and Cognition in Motion Event Descriptions」を開催（平
成 27 年 1 月 24 日～25 日，参加人数合計：52 人［内，外国人：16 人，大学院生：14 人］，招待発





































































































部を発表した。また，学習者コーパスの研究については，平成 26 年 12 月 6～7 日，時空間変異研究系
との合同企画により，合同コーパス研究会を開催し，他研究系「言語資源研究系」「理論・構造研究系」
の研究者も含めて研究発表を行った。また，くろしお出版から『学習者コーパスと日本語教育研究（仮






















































共同研究者やプロジェクト非常勤研究員も含め，研究成果を 20 件のポスター発表として提示した。 
②研究会開催，論文執筆，書籍刊行による成果発表 




















・「コミュニケーション」の「読解過程」班では，平成 17 年に出版された書籍の中国語訳が北京の出 
版社から出版されたり，中国の学術書の分担執筆を行ったりした。 
 ・大規模学習者コーパスのデータに基づく研究論文について，迫田久美子，白井恭弘，プラシャント・ 
パルデシの編集者と 11 人の執筆者により Acquiring Japanese as a Second Language: Corpus 
based investigation into the nature of Japanese interlanguage のタイトルで英国の Routledge 社















・「多文化共生」の「習得研究」班では，学習者コーパスの HP を開設し，既に一般公開した C-JAS 
(Corpus of Japanese as a Second language および現在，調査実施中の I-JAS（International 
Corpus of Japanese As a Second language）の情報をアップロードした
（http://ninjal-sakoda.sakura.ne.jp/lsaj/）。 
 ・「コミュニケーション」の「読解過程」班では，「日本語非母語話者の読解コーパス」の HP を開設
し，コーパスの概要や調査方法，サンプルデータを掲載した
（http://www.ninjal.ac.jp/jsl-communication）［平成 27 年 3 月公開］。 
 ・「コミュニケーション」の「評価研究」班では，公開研究会などのイベントや成果をウェブ公開した
（http://www.ninjal.ac.jp/event/specialists/project-meeting/m-2014/20140807-011/,      
http://www.ninjal.ac.jp/event/specialists/project-meeting/m-2014/20141102-021/）。 
②データベースの整備と公開 





関する研究でも，富山県射水市で一般市民向けの公開講演会を開催した（平成 27 年 3 月 22 日開催）。 
④図書・論文等 
各プロジェクトとも積極的に成果を発表した。主なものを以下に挙げる。 









第 16 号, pp.3-8, 特集依頼論文，2014. 
・迫田久美子「日本語学習者のコミュニケーション―誤用の原因と運用のストラテジー―」『日本語教
育と日本研究における双方向性アプローチの実践と可能性』第９回国際日本語教育・日本研究シン
ポジウム大会論文集編集会（編）, pp.21-32. ココ出版，査読なし，2014. 
・迫田久美子「外国語としての日本語教育の現状と課題―「国語・外国語・母語」の間でゆれる日本語









・野山 広「地域日本語教育とプロフィシェンシー」『日本語プロフィシェンシー研究』第 2 号特集論
文，pp.6-10，査読なし，2014. 










・さらに，共同研究プロジェクト合同発表会（平成 26 年 1 月）では，共同研究のポスター発表 20 件







































































































①『日本語話し言葉コーパス』（CSJ）および『CSJ-RDB 版』の公開を継続した。平成 26 年 1 月から
12 月にかけての新規契約数は 66 件（通算で 707 件）であった。CSJ は公開後 10 年を経ているが，
現在もコンスタントな需要があり，本コーパスが日本語音声研究のインフラとして定着していること
を示している。 
②『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）の公開を継続した。平成 26 年 1 月から 12 月にかけ
ての新規契約数は，DVD 版が 52 件（通算 284 件），『中納言』によるオンライン検索ライセンスの契
約（無償）が 785 件（通算 2,578 件）であった。BCCWJ は公開後３年半を経たが，コンスタントな
需要がある。CSJ 同様，日本語研究のインフラとして定着していることがわかる。ちなみに，上記期
間における『中納言』による検索総数は 247,666 件（セッション数は 19,307 件）であった。また同期
間における『少納言』による検索総数は 795,671 件（セッション数は 97,057 件）であった。『中納言』
による検索は増加傾向にあり，『少納言』は昨年度とほぼ同一である。 
③『日本語歴史コーパス』（CHJ，平成 25 年 12 月先行公開開始，『中納言』によるオンライン検索のみ）
の公開を継続した。平成 26 年 1 月から 12 月にかけての新規契約数は 66 件（通算 349 件）であった。
検索総数は 21037 件（セッション数は 2,143 件）であった。 
④『国民之友コーパス』を公開(平成 26 年 10 月)して近代語コーパスを充実させた。 
⑤『日本語歴史コーパス』に狂言のデータを追加（平成 27 年 3 月）して充実させた。 










れらのリストに平成 25 年度の文献を追加した。 





































































































１）国際的に評価の高い海外拠点の学会「Formal Approaches to Japanese Linguistics 7 (FAJL7)」（平
成 26 年 6 月 27 日～29 日，於国語研，国際基督教大学，参加者延べ 229 名）および 20 か国からの参
加を得た「The 14th Conference on Laboratory Phonology (LabPhon 14)」（平成 26 年 7 月 25 日～27
日，於国語研，参加者延べ 792 名）を誘致し，国際シンポジウム「移動事象の言語化における類型と






















３）平成 22～25 年度に収録した奄美，沖縄，八丈方言の音声データを公開に向けて整理する。 
また，平成 25 年度に開始した諸方言談話データの整理をさらに進める。 
４）様々な外国語を母語とし，日本語を第二言語として学ぶ外国人の大規模な日本語学習者コーパスの










































１）日本語研究ハンドブックシリーズ（英文，全 12 巻）の編集を進め，順次刊行する。 
２）海外に拠点を持つ国際会議を誘致・開催する。 







１）言語学分野で傑出した出版活動を続ける国際的学術出版社であるドイツ・De Gruyter Mouton 社と
の包括的出版協定に基づく最初の刊行物として，一言語の記述としては他に類を見ない規模の出版物
となる日本語研究に関する包括的英文ハンドブック（全 12 巻，各巻 600 頁前後）のうち，２巻（琉球
諸語，音声学・音韻論）を刊行した。その他の巻についても順次刊行に向け執筆・内部審査・編集を
進めた。 
２）国際的に評価の高い海外拠点の学会「Formal Approaches to Japanese Linguistics 7(FAJL 7)」（平
成 26 年 6 月 27 日～29 日，於国語研，国際基督教大学，参加者延べ 229 名）および 20 か国からの参





































年 2 月 21 日，於国立国語研究所，参加者 110 人）を開催した。 
４）第８回 NINJAL フォーラム「世界の漢字教育 ―日本語漢字をまなぶ―」を国際交流基金との共催で
開催し，国内外の日本語教師，一般市民など多数の参加を得た。（平成 26 年 9 月 21 日，於一橋大学一















































計３回（第 15 回，第 17 回「日本語非母語話者の言語理解・言語表現の分析」（平成 26 年 9 月 20 日，
於仙台市，参加者 26 名，平成 27 年 3 月 28 日，於福岡市，参加者 25 名），第 16 回「言語類型論的に



















































































採用：平成 27 年度新規１名を決定 
国立大学法人との人事交流：一橋大学から１名を受入，電気通信大学に１名出向，１名を受入。 

































研究計画・方法について意見交換を行う科研費申請準備会議（10 月 22，23 日）を実施し，外部研究











































































ミナーを開催した。「出雲方言のつどい ―出雲ことば再発見―」（平成 26 年 8 月 20 日，於出雲市役所，
参加者 250 名）に続き，ユネスコが指定した８つの危機言語・方言の継承活動家と研究者による「日
本の危機言語・方言サミット IN 八丈島」（平成 26 年 12 月 12 日～14 日，於八丈町，参加者延べ 423
名）を八丈町，文化庁との共催で開催した。 
・優れた研究成果を広く一般に発信する NINJAL フォーラム「世界の漢字教育 ―日本語漢字をまなぶ―」
（平成 26 年 9 月 21 日，於一橋講堂，参加者 421 名）を国際交流基金との共催で開催し，時宜を得た
内容で国内外の日本語教師及び一般市民の参加を得た。 
・小学生を対象とした NINJAL ジュニアプログラム「ニホンゴ探検 2014」（平成 26 年 7 月 19 日，於国
語研，参加者 274 名）を開催した。児童・保護者に加え，立川市近隣の市民の参加も増加し，日本語
とことばの魅力や奥深さを体験できる多数のワークショップが好評を得た。また，辞書引きをテーマ






































































































































































◎ 樺山  紘一   印刷博物館館長，東京大学名誉教授，元国立西洋美術館館長 
         専門：フランス中世史 
 
○ 林   史典   聖徳大学言語文化研究所長，筑波大学名誉教授，元筑波大学副学長 
         専門：日本語史 
 
仁科 喜久子   東京工業大学名誉教授 
         専門：日本語教育，コーパス言語学 
 
門倉  正美   横浜国立大学名誉教授，日本語教育学会副会長 
         専門：日本語教育 
 
後藤     斉   東北大学大学院文学研究科教授 
         専門：コーパス言語学 
 
渋谷   勝己   大阪大学大学院文学研究科教授，日本学術会議連携委員 
         専門：日本語方言 
 
早津 恵美子   東京外国語大学大学院国際日本学研究院教授 
         専門：日本語文法，意味論 
 
峰岸   真琴   東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授 
         専門：東南アジア言語学 
 
 
                  任期：平成 26 年 10月 1日～平成 28年 9 月 30日（2年） 
 




国立国語研究所平成 26 年度業務の実績に関する評価の実施について 
 
１． 評価の実施の趣旨 










     








































プロジェクト名 プロジェクト略称 リーダー 
理論・構造 
日本語レキシコンの音韻特性                   語彙の音韻特性 窪薗晴夫 
日本語レキシコンの文法的・意味的・形態的特性 日本語レキシコン 影山太郎 





消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 危機方言 木部暢子 
方言の形成過程解明のための全国方言調査 方言分布 大西拓一郎 
多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明 現代日本語の動態 相澤正夫 
日本語の大規模経年調査に関する総合的研究 大規模経年調査 井上史雄 
日本語疑問文の通時的・対照言語学的研究 日本語疑問文 金水 敏 
言語資源 
コーパスアノテーションの基礎研究 アノテーション 前川喜久雄 
通時コーパスの設計 通時コーパス 田中牧郎 









多文化共生社会における日本語教育研究 多文化共生 迫田久美子 









平成 21 年 10 月 1 日 




















































国立国語研究所 平成 26 年度外部評価委員会（第 2 回） 
 
 
日 時：平成 27 年 1 月 31 日（土）16：45～17：30 
 








  ・平成 25 年度業務の実績に関する外部評価委員会からの指摘事項への対応に 
   ついて     













３－１．平成 25 年度業務の実績に関する外部評価委員会からの指摘事項への対応に 
    ついて 
３－２．大学共同利用機関法人人間文化研究機構の平成 25 年度に係る業務の実績に関
する評価結果（平成 26 年 11 月 5 日 国立大学法人評価委員会） 






国立国語研究所 平成 27 年度外部評価委員会（第 1 回） 
 
 
日 時：平成 27 年 5 月 25 日（月）10:00～13:00 
 




２．平成 26 年度研究系・センターの研究活動に関する評価結果の確認について 






３．平成 26 年度基幹型共同研究プロジェクト評価結果一覧 
４．国立国語研究所平成 26 年度業務の実績に関する評価の実施について 
５．平成 26 年度研究系・センターの研究活動に関する評価結果（案） 
６．外部評価委員コメント一覧 
７．平成 26 年度「組織・運営」，「管理業務」に関する評価結果（案） 
８．第３期共同研究プロジェクトについて 
 
254 Ⅵ 外部評価報告書

256 Ⅵ 外部評価報告書

